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丹 支 切 λ 崎,長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
開
　
　
　
　
　
　
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

馬

　
長
崎
港

は
自
然
の
良
港

で
あ

っ
て
、
決
し

て
人
工
的
の
淋
で
は
な
い
・
自
然
の
防
波
堤
た

る
四
方
の
山
々
や
、
水
深
く
波
靜

に
し
て

、
大
船

亘
舶
の
碇

泊
に
便
利
な

る
港
内
の
海
面
は
、
幾

千
年
の
昔

か
ら
今
H
の
現
状
ご
大

な

る
差
違
が
無

か
っ
た
こ
,こ
は
、
疑

ふ
ぺ
か
ら
ざ

る
所
で
あ

る
。
加
之
地
理
上
の
位
置
か
ら
見
て
も
、
潮
流

の
關
係

か
ら
考

へ
て
も

、
H
支
交
通
の
要
港
た

る
資
格
を
、
豐
富
に
備

へ
て
る

る
の
で
あ

る
o

か
く
も
理
想
的
な

る

一
大

良
港
が

、
遣
唐
時
代

の
古

か
ら
倭

麹
全
盛
の
時
代

に
至

る
ま
で
丶

少
し

も
利
用
せ
ら
れ
た
形
跡
が

な
い
¶こ
い
ふ
こ
噛こ

は

、
殆
、ご
信
ず

べ
か
ら
ざ

る

一
大

不
可
思
議
で
あ

る
・
而
か
も
事
寶
は
そ
の
通
り
で
あ

っ
た
。

　
永
様

五
年

(
西
暦

一
五
六

二
年
)
大
村
純
忠

は
、
あ
ら
ゆ

る
優
遇
の
方
法
を
講
じ
て
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
船
を
そ
の
領
内

の
港

に
誘
致
し
た

の
で

あ

っ
た
が

、
そ
の
時
彼
は
長
崎
港

に
ね

一
顧
を
だ
も
與

(
ゲ
し

て
、
狭
隘

不
便

な
る
横
瀬
浦
を
以

て
、
そ
の
貿
易
港

-こ
定
め
た
。
そ
し

ア
き水
祿

六
年
横
瀬
浦

全
滅
以
來
、
大

村
領
内
に
良
港
を
索
め

つ

・
あ

っ
た

ポ

ル
ト
ガ

ル
人
も

、
亦
同

八
年

に
至
り
編
田
浦
を
以

て
貿
易
港
,こ
定
め

、
長

崎
は
顧
み
な

か

っ
た
。
編
田
浦
は
長
崎
ジ

外

に
在

る

一
小
港
で
、
海

底
浅

く
し

て
大
船

の
碇
泊
に
不
便
な
る
の
み
な
ら
ず

、
風
波
を
防
ぐ

の
設

備
も

な
い
所

で
あ

る
。
彼
等
は
何
故

に
、
天
下
の
良
港
た
る
長
崎
港
を
眼
前
に
眺
め
な
が
ら
、
そ
こ

に
は
入
津
せ
ず
し

て
、
殆
、ご

一
顧
の
價
だ

も
な
き
輻
田
浦
に

、
入
津
す

る
こ

・こ
に
な

っ
た

の
で
あ
ら

う
か
。

　
斯

く
考

へ
來
れ
ば
、
今
を
去
る
こ

¶こ
約
三
賀
六
十
年
前
ま
で
は
、
長
崎
港

の
良

港
た

る
こ
・こ
が

、
何
人
に
も
氣
付

か
れ
な

か
っ
た

一こ
推
定
す

る
の
外
は
無

い
。
斯
く

の
如
き
は
、

一
見
不
可
解

の
こ

,こ
の
や
う
で
あ
る
け
れ
、こ
も

、
併
し
な
が
ら
熟

々
舊
記
や
傳

説
等
に
據

っ
て
、
當
時
の

長
崎
の
地
勢
を
考

ふ
る
に

、
さ
も
あ
り

つ
ら
ん

・こ
肯
か

る

・
點
が

な

い
で
は
な

い
。

　
長
崎
市
を

縦
貫
せ

る
今

の
國
道
筋
は
、
昔

は
遠
く
海
中

に
突
出
せ
る
、
帶

の
如
く
細

長
き
牛
島
で
あ

っ
て
、
そ
の
上
に
は

一
條
の
通
路
が
そ

の
突
端
ま

で
縦
貫
せ

る
の
み
で
、
左
右

に
は
樹
木
が
鬱
蒼

,こ
し
て
茂
生
し

、
人

家
な
さ
は
殆

さ
な
か
っ
た
ら
し

い
。
そ
し

て
そ
の
兩
側
な
る
今

の
長
崎
市

目
貫
の
市
街
地
は

、
淺
瀬

を
以

τ
満

た
さ
れ
た

る
入
江
で
、
そ
の
沿
岸
は
多
く
は
葦
原
や

、
鹽
濱
な
さ
で
あ

っ
π
ら
し

い
。
尤

も
長
"
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丹 麦 切 と 崎 長

崎
-こ
い
ふ
城

下
町

は
、
氷
蔵
十
二

年
か
ら
翌
元
霾
元
年
ま
で
、
同
地
に
布
教
し
た
ガ

ス
バ

ル
・
ヴ
イ

レ
ラ
が

「
盛
大
な

る
町
で
あ
る
」
噛こ
報
告

し

て
み
る
位

で
あ

る
か
ら
、
相
當

に
繁
昌
し

て
み
た

に
相
違

な
い
け

れ
ご
も
、
そ
の
所

任
地

は
今
の
櫻
馬
場
の
邊

で
あ

っ
て
、
今
の
海
岸

か
ら

は

一
里
許
り
も
奥

に
引
込
ん
だ
所

に
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

　
地
勢

が
右
の
逋
り
で
あ

っ
た
嚇こ
す
れ
ば
、
良
港
・こ
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
も

、
無
理
か
ら
ぬ
こ
,こ
か
,こ
思

は
る

・
の
で
あ

る
。
果
し

て
然
ら

ば
、
如
何

に
し
て
長
崎
港
の
良
港

た
る
こ
一こ
が

、
世
間

に
認

め
ら
る

・
や
う
に
な
っ
た

か
・こ
い
ふ
に

、
そ
れ
は
耶
蘇
會
の
宣
教
師
等
が
、
布
教

根
據

地
を

建
設
せ
ん

,こ
し
た
、
熱
心
な
る
努
力

の
結
果

で
あ

っ
た
・
長
崎
に
基
督
の
編
者

が
初
め

て
傳

へ
ら
れ
た
の
は
、
永
禄
十
年

(
一
五
六

七
年
)
で
あ

っ
た
。
是
歳
耶
蘇
會
の

イ

ル
マ
ン
・

ル
イ

ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
同
會
の
長
老

コ
ス

モ
・
デ

。
ト

ル
レ
ス
の
命
を
奉
じ

て
初
め

て
長

崎
に
布
教
し

、
頗

る
良
好
な

る
成
績
を
擧
げ
た
。
翌

永
様
十

一
年

(
一
五
六

八
年
)
志

岐
發
イ

ル
マ
ン
・
ミ
グ

ル
・
バ
ズ
の
書
翰
に
左
の

一
節

が
あ

る
。

　
　

パ
ー
ド

レ
・
コ
ス
モ

・
デ

・
ト
ル
レ
ス
は

昨
年
イ

ル
マ
ン
・
ル
イ
ス

・
ア

ル
メ
イ
グ
を
長

崎
に
派
遣
し
た
。

そ
の
地
の
領
主

は
ド

ン

・
ベ

　
　

ル
ト
ラ

メ
ゥ

(大
村

純
忠

の
数
名
)

の
臣

下
で
、
己
に
切
支
丹
で
あ

っ
た
が

、
イ

ル
マ
ン
は
同
所

で
多
数
の
切
支
丹
を
得
た
。

　

右

の
手
紙

に
そ
の
地

の
領
主

・こ
あ

る
は
、
多

分
長

崎
甚
左
衛
門
で
あ
ら

う
が

、
彼
は

恐
ら
く
永
祿
六
年
に
、
大

村
純
忠
ε
共
に
横
瀬
浦

で
、

洗
禮
を
受
け
た

二
十
五
人

の
重
臣

の

一
人

で
あ

っ
た
ら

う
・

　

長
崎

の
布
教

は
最
初
か
ら

、
そ
の
成
績
が
良

好
で
あ

っ
た

・こ
見
え
て
、
永
祿
十

一
年
に

イ
ル
マ
ン

・
ル
イ

ス
・
ア

ル
メ
イ
ダ
が

司
教

ド
ン
●

ペ

ル
シ
ヨ
ウ

ル
・
カ

ル
ネ
イ

ロ
に
贈

っ
た

手
紙
に
、
左
の

一
箇
が
あ

る
。

　
　

ド

ン
・
ベ

ル
ト
ラ
メ
ゥ
の
臣
下
の
領
地
な
る
長
崎
に
於

て
は

、
数
回
同
地
に

赴
き
た

る
イ

ル
マ
ン
等
、
當
多
我
等
の
主

の
薦
め

に
大

に
盡

　
　

す

こ
一こ
を

得
た
。

同
地

の
名
譽

の
地
位
に
在
る
者

一
同
は

、
五
百
人

の
李
民

喝こ
共
に
我
が

聖
教
に
歸
依
し
、
信
仰
を
持
續
し

て
、
好
き
生

　
　

活

の
模
範
・こ
良
き
風
習

こ
を
示
し
た
。
そ

の
附
近
に
數
ケ
所

の
村
落
が
あ

る
が
、
そ
こ
に
も

亦
多
数

の
切
支
丹
が
居
て
、
長

崎
の
敢
會

に

　
　

来

て
敖
を
受
け

て
み
る
。
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丹 芝切 と崎 長

　
永
祿
十
二
年

(
噌
五
六
九

年
)
に
は

パ
ー
ド

レ
・
ガ
ス
パ

ル
・
ヴ
イ

レ
ラ
が
長

崎
に
傳
道
し

、
初
年
度
に
干
五
百
人

の
信
者
を

得
て
、
之
に

洗
禮
を
施
し

、
領
主
長
崎
甚
左
衛

門
か
ら
貰

っ
た
佛
敏
寺
院
を
改
造
し

て
、
ト
ー
ド
ス

・
オ
ス

・
サ
ン
ト

ス
寺
を
建

て
た

。
長

崎
の
舊
記
に
あ

る

ト
ー
ド
の
サ

ン
タ
寺
が
帥
ち
是

で
あ

る
。
そ
し

て
そ
の
所
在
地
は
長
崎
氏
の
居
城

「
城

の
古
跡
」

の
麓
な
る
、
今

の
春

徳

寺

の
邊

で
あ

っ

た

。
ガ

ル
パ

ル
・
ヴ
イ

レ
ラ
は
千
五
百

七
十

一
年

ρ
元
龜
二
年
)
二
月
四
H
附

で
、

コ
チ

ン
か
ら
本
國
に
途
つ
た
書
翰

の

一
節

に
、
左
の

如
く

述

べ
て
み
る
o

　
　
予
は

千
五
百
六
十
九
年

(
永
様
十
二
年
)
か
ら

千
五
百
七
十
年

(
元
龜
元
年
)

ま
で
、
二
年
の
間
長

崎
に
在
留
し
た

.、
こ

ω
町
は

ド

ン
・

　
　

ベ

ル
ト
ラ
メ
ゥ

(
大

村
純
忠
)
の
臣

下
な
る
切
支
丹
武
士
の
所
領

で
、
盛
大

な
町

で
あ

る
。
予
が
初
め
て
こ

の
町

に
到
り
し

時
、
彼

は
予

　
　

に

一
宇
の
佛
敏
寺
院
を
與

へ
て
、
そ
こ
に
宿
泊
せ
し
め
た
。
彼
の
意
思
は
予
を
し

て
之
を

、
歡
會
堂
に
改
造
せ
し
む

る
に
あ

っ
た
け
れ

¶こ

　
　
も

、
予
は
之

に
收
宕
す

べ
き
切
支
丹

の
出
來

る
ま
で
、
工
事

に
着
手
す

る
こ
・こ
を
見
合
せ
、
先
づ
不
取
敢

こ
の
地
の
異

教
徒
を
集
め

て
、

　
　
之

に
説
教
を
試
み
九
。
第

一
回
の
説
教
の
時
ま

で
は

、
彼
等
は
餘
り

喜
ば

ぬ
や
う

で
あ

っ
た
け

れ
さ
も

、
予
は
沸
の
御
慈
悲
を
確
信
し

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　

つ
、
第
二
回
の
説
教
に
彼
等
を
招
き
し

に
、
我
等
の
主

は
大

に
彼
等
を
善
導
し
給

ひ
け

る
に
や
、
彼
等
は
盛

に
種

々
の
質
問
な
、ご
を
試

み

　
　
た

る
後

、
逑

に
箕
理
を
悟
り

、
愛
の
心
を
以

て
予
の
い

ふ
所
を
納

得
し
た

。
そ
こ
で
予
は
二
百
人
乃
至
四
百
人

宛
、
数
回
に
分
ち

て
彼
等

　
　

に
洗
禮

を
授
け
た
が
、
そ
の
數
初

年
度

に
於

て
千
五
百
人
に
達
し

た
。
依

て
千
五

百
六
十
九
年

、
彼
の
武

士
か
ら
貰

っ
た
所
の
佛
教
寺
院

　
　

を

こ
り

く
づ
し

て
、
貧
弱
な
れ
さ
も
甚
だ
麗
は
し
き
曾
堂
を
建
設
し

、
之
を

ト
ー
ド

ス

●
オ

ス
●
サ
ン
ト
ス
に
獻
上
し
た
・
そ
れ
よ
り
諸

　
　

人

の
信
仰
が
大
に
加
は
り
、
彼
等
を
生
來

の
暗
黒
界

か
ら
、
救
ひ
出
し
給

ひ
た

る
恩

に
對
し

て
、
盛
に
主
を
稱
讃
し

つ
・
あ

っ
た
が
、
彼

　
　

等
は
逑

に
主

に
對
し

て
、
感
謝

の
誠
意
を
表
せ
ん
が
薦
め

に
、
此
地
に
在

る
佛
敏
寺
院
を
悉
く
破
壊
し
た
。

　

是
時

に
當
り
ポ

ル
ト
ガ

ル
船

は
、
長

崎
港
外
な

る
繭

田
浦

に
入
津
し

つ
・
あ

っ
た
が
、
同
地
は
土
地
狭
隘

に
し

て
、
布
教
根
據
地
-こ
な
す

に

適

せ
ざ
る

ω
み
な
ら
ず
、
港
湾
も

亦
前
述

の
如
く

不
良

に
し

て
、
風
波

を
防
ぐ
に

足
ら

ぬ
の
で
、
去

る
永
禄
へ
年
以
來

同
地
に
在

っ
て
、
宗
務

に
従
事
し

つ

・
あ

っ
九
件
天
連

メ
ル
シ
ヨ
ゥ

ル
・
デ

・
フ
ィ
グ

レ
ド
は
、
別
に
安

全
な

る
碇
泊
地
を
有
す

る
布
敷
根
據
地
を

、
物
色
す
る
の
必

rつ
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要
を
認

め
、
數
隻

の
小
舟
を
率
ゐ
、

一
人

の
披
針
役
を
伴
う
て
、
附

近
の
津
々
浦

々
を
測
量
し

た
結
果

、
初

め
て
長
崎
が
大
船
E
舶
の
碇
泊
に

適
せ

る
安
全
な

る
良
港
た

る
を
發
免
し
た

。
そ
し

て
そ

こ
に
は
、
千
五
六
百
人

の
切
支
丹
を
有
す
る

長
崎
町
が
あ
り
、
海
岸
地
帯
も

亦
市
街
地

を
建
設
す

る
に
足

る
こ
一こ
を
認
め
た

の

で
、
最
良

の
布
敷
根
據
地
た
り

煽こ
の
断
案
を
下
し

た
。
か

・
る
所
に
耶
蘇
會

の
長
老
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・

カ
ブ
ラ

ル
が
、

コ
ス
モ
・
デ

・
ト

ル
レ
ス
の
後
任

、こ
し

て
來
朝
し

、
幅
田
を
経
て
長

崎
に

渡
來
し
た
。
彼
も

亦
フ
イ
ゲ

レ
ド

・こ
同
感
で
あ

っ
た

に
相
違
な
い
。

　

そ
こ
で
元
龜

元
年

(
一
五
七
〇
年
)
伴

天
連
等
は

、
領
主
大
村
純
忠
,こ
交
渉

の
上

、
布
教
根
掾
地
を
長
崎
に
敲
く

る
ξ

こ
な
り
、
居

を
長
崎

に
移
す
乙

に
な

っ
た
の
で
島
原

、
五
島

、
志
岐

、
博
多

、
山

口
、
横
瀬
浦

等
の
各
地

か
ら

、
切
支
丹
等
の
長
崎

に
移
層
す

る
者
が

多
か
っ
た
。

　

か

、
る
所
に
諫

早
の
領
主
西
郷
對
馬

守
時
堯

は
、
兵
を

起
し

て
大

村
領
に
攻
め

入
り

、
頻
り

に
大
村
氏

の
軍
を
破
り

、

一
時
は
大
村
純
忠
戦

死

の
訛
傳

さ
へ
傳
は
り
、
且

つ
西
郷
氏
は
主
力
を
擧
げ

て
、
長
崎
氏
を
攻
む

る
の
豫

定
で
あ

る
,こ
い

ふ
こ
ご
が

知
れ
た
の
で
、
長

崎
甚
左
衛
門

は
龍
城
の
準

備
を
急

ぎ
、
家
臣
等

噛ご
協
議
の
上

、
伴

天
連
及
び

ポ

ル
ト
ガ

ル
入

寺
に
、
保
護

を
加
ふ

る
の
総
力
な
き
旨
を
言

明
し
た
。

　

是
に
於

て
伴
天
連
及
び

ポ

ル
ト
ガ

ル
人
等
は
、
要
塞
を
築

き
て
自
ら
保
護

す

る
の
外
他

に
策
な

き
を
知
り

、
切
支
丹
等
を
召
集
し

て
協

議
の

結
果
長

崎
の
岬

に

一
つ
の
要
塞
を
敲
く

る
の
件
を
議
決
し

、
直
に

工
事
に
着
手
し
た

。
フ

ロ
イ

ス
は
こ

の
要
塞

の
築

か
れ
た
所
が
、
即
ち
今
の

長
崎
で
あ

る
こ
い

っ
て
る
る
が

、
後
年
耶
蘇
會
本
部

の
設
立
せ
ら
れ
た

所

、
即
ち
今

の
長

崎
縣
廳
所

在
地
の
邊

に
、
要
塞
が
設
け
ら
れ
た
も
の

噛こ
思
は
る

、
。

か
く

て
件

天
連

等
は
切
支
丹
等

-こ
共
に

、
幾
夜
兼
行
で
要
塞
の
完
成
を
急

い
だ
の
で
あ

っ
た
が
、
問
も
な
く

こ
の
要
塞
、こ
長
崎

氏
の
居
城

-こ
は

、
敵

の
襲
撃

を
受
け

て

一
時
は
非

常
な
苦
境
に
陷

つ
た

。

　
或
時
西
郷
時
堯

の
弟
な

る
深

堀
の
領
主
深
堀

中
務

少
輔
純
賢
は

、
大
軍
を
起
し

て
長
崎
氏
を
攻
め

、
勝

に
乘
じ
て
そ
の
居
城
を
焼

い
た
。

こ

の

時
兵
燹
は
城

下
の
民
屋
に
及
び

、
そ

こ
に
あ

っ
た
天
主
堂
も
烏
有

に
歸
し
た

。
こ
ω
天
主
室

¶こ
い
ふ
は
、
恐
ら

く

ト
ー
ド
ス

・
オ
ス
・
サ
ン

ト

ス
寺
で
あ

っ
た
ら
う
。
深
堀
勢
は
大
捷
を
得

て
凱
旋
の
歸
途
、
上
船

せ
ん

が
爲

め
に
伴
天
連
等
の
立
籠
れ
る
要
塞
の
前
を
過
ぎ
、
大
聲
を
放

ち

て
要
塞

内
の
切
支
丹
等
を
嘲

弄
し
た
。
是
時
要
塞
内
に
は
諸
國
か
ら
來
り

集

っ
た

切
支
丹
武
士
も
多
か

っ
た

が
、
彼
等

は
遙
に
天
主
堂
の
深
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堀
勢
の
薦

め
に
燒
か

る

・
を
見
て
、
断
腸
の
思
を
駕
し

つ

・
あ

る
最
中

で
あ

っ
た

か
ら

、
之
を
聞

い
て
憤
慨
に
堪

へ
ず

、
伴
天
連
等

の
制

止
を

も
聞
か
ず
し

て
、
俄
に
塞
門
よ
り
突

出
し

、
先
を
爭

っ
て
奮
戦
力
鬪
し
た

の
で
、
深
堀
軍
は
不
意

の
襲
撃

に
駕
す

所
を
知
ら
ず

、
遽
に
算
を

乱

し

τ
潰
走
す

る
に
至

っ
た
◎

　
其
後
戦
争
終
局
を
告
ぐ

る
や
、
各
地

の
切
支
丹

や
商
賈

の
長
崎
に
来
集
す

る
も

の
益

々
多
・丶

逑
に
今

の
縣
廳

所

在

地

附

近
に

、
島
原
町

(
明

治
五
年
明
治
天
皇
が
龍

駕
を
此
町
内
な

る
高
木
氏

の
邸

に
眺
め

さ
せ
ら

れ
た

の
で
、
之
を
記

念
し
奉

る
爲
め
に
萬

歳

町

、こ
改

名
せ
ら

れ

た

)
、
大
村
町

、
外
浦
町

、
軍
戸
町

、
文
知
町

(
後

外
浦
町
に
合
併
)
横
瀬
浦
町

(
後
李
戸
町
に
合
併
)
の
六
町
が
出
來
て
、
族
館

そ
の
他
の

準
備
も
整

ふ
た

の
で
、
翌
元
霾

二
年

(
一
五
七

一
年
)

か
ら
ポ

ル
ト
ガ

ル
船
が
入
津
し

て
、
貿
易
を
營
む

こ
一こ
・
な

っ
た

。
千

五
百

七
十

一
年

(
元
霾
二
年
)
十
月
八
日
附

、
志
岐

發
、
イ

ル
マ
ン
・
ミ
ゲ

ル
・
バ
ズ
の
書
翰
に

左
の

一
節
が
あ

る
。

　
　
時
節

到
來
し
て
支
那
か
ら
蘊

(
ボ

牛

ガ

ル
商
船
を

い
ふ
ど

、」
、
縛ソ
ヤ

ン
ク
船

一
隻

、こ
が
、
長

崎
て
ふ
ド
ン

・
ベ

ル
上

フ
メ
ウ

の
新
し

一

　
　

い
港

に
着

い
た

o
こ
の
港

に
は

、
各
地

で
信
仰
の
薦

め

に
虐
待
せ
ら
れ

て
、
追
放
せ
ら
れ
た
切
支
丹

が
来
集
し

た
の
で
、
本
年
俄

に
多
數

　
　
54

　
　

の
人

口
を
得
九
。

　
以
上

は
長
崎
開
港
沿
革
の
概

要
で
あ

る
が

、
之

に
よ
れ
ば
長

崎
は

、
伴
天
連
の
開
教

に
よ
り

て
、
初
め

て
世
間
に
紹
介
せ
ら
れ

、
伴
天
連
の

測
量

に
よ
り

て
、
初
め
て
そ
の
良
港
た

る
こ

,こ
が
發
見
せ
ら
れ

、
伴
天
連
等
の
協
議
に
よ
り

て
、
布
教
根
據
地
-こ
定
め
ら
れ

、
伴
天
連
の
盡
力

に
よ
り

て
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
船

の
貿
易
港

¶こ
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し

て
そ
の
住
民
は
、
開
港
前

に
已
に
切
支
丹
・こ
な
り

て
、
紳

紅
佛
閣

な
さ

を
破
壊
す

る
程
の
篤
信
者
-こ
な
り

、
開
港
後
來
り
集

っ
た
も
の
も
、
多
く

は
切
支
丹

で
あ

っ
た
。
さ
れ
ば
開
港
の
當
初

か
ら
、
伴
天
連
等

は
政

教
兩
方
面
の
實
權
を
握

っ
て
み
た
こ

一こ
は

、
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
所

で
あ

る
。

二
、　

布
教
根
據
地
と
し
て
の
長
崎

耶
蘇
會
の
宜
敷

師
等
は

、
永
祿
五
年

(
一
五
六
ご
年
)
横
瀬
浦
を
布
教
根
據
地
噛こ
定
め

、
領
主
大
村
純
忠

,こ
交
渉

の
結
果
、

同
地
に
於
け

み
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政
整

纏

、薹

得
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
翌
六
焉

爨

滅
の
後
、
之
に
垈

Q
ぺ
準

地
の
發
見
に
カ
め
2
刀
蕘

年

金

七
。
年
)
長

蘿

を
發
見
し
て
布
鰲

據
地
是

め
、
そ
の
目
的
を
議

し
た
こ
-丶ほ

、
前
箚
に
導

た
通
り
で
あ
っ
た
Q

長
崎
の
開
港
に
際
し
て
は
、
横
瀬
浦
開
携

持
の
恕

、
俘
天
輩

が
婆

の
條
約
に
よ
り
て
、
隷

を
覆

し
た
形
跡
は
無
い
や

う
下
、あ

.b
。
鬱

開
港
の
由
來
が
、
前
簡
に
導

莚

り
で
あ
っ
た
か
ら
、
耶
警

の
宣
酪

等
は
、
宗
敏
上
は
勿
論
政
塗

に
於
て
も
・
開
港
當
時

か
ら
偉
大
な

る
権
力
、蟹
保
有
し

て
居
た

こ
、、)は
、
殆

、ご
疑

ふ
の
餘
地
が
な
い
。
併
し
な
が
ら
名
義
上
に
於

て
は
・
何
等
政
治
上
の
灌
利
を
有
し

な
か

っ
た

の
で
あ

っ
た
が
、
天
正
八
年

(
一
五

八
○
年
)
頃
に
至
り

て
は
.
政
治
上

に
於

て
も
名
義
共
に
、
絶
大

の
權
力
を
獲

得
す

る
こ
ご
に

な

っ
た

。

　

長
崎
に
於
け

る
政
権
移
動

の
由
來
に
就

て
は
、
H
本
側
に

傳
は
る
史
料
曳こ
、
西
洋

側
に
傳

は
る
史
料
、こ
の
間
に
、
大
な

る
差
違
が
あ

る
。
干

五
百
八
十
年

(
天
正

八
年
)
十
月
二
十
"
附
、

ロ
レ
ン
メ
・
メ

シ
ヤ
よ
り

耶
蘇
曾
総
長

宛
の
書

に
は
、
左
の

一
筋
が
あ

っ
て
・
大
村
純
忠
は

自

讃
的
に
、
多
年
の
功
労
に
對
し

て
感
謝
の
誠
意
を
表
す

る
爲
め
、
長

崎
及
び
茂
木

の
地
上
權
を
、
耶
蘇
曾
に

寄
贈
し
た

「こ
述

べ
て
み

る
・

　
　
第
二

(警

)
は
海
糞

崎
に
在
る
が
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
}フ
メ
ゥ
は
本
省
か
ら
受
け
た
利
益
の
大
な
る
を
一認
め
て
・
此
港
こ
附
近
の
】
ケ

　
　
所

(茂
李

指
す
)
¶、、を
枩

、に
寄
附
し
、
奢

が
之
鬘

納
す
る
旨
喬

啓
す
る
や
、
大
縞

足
の
意
義

し
た
・
但
し
此
港
に
入
津

　
　
す

る
船
舶

「こ
商
品

-、〕
に
課
す

る
税
金
は
、
之
を
大
村
家

に
保
留
す
る
ざ
い
ふ
こ
ご
で
あ

る
Q

一
定
の
土
地
諞

祗
佛
閣
に
寄
附
す
b
.
〕「、ほ

、
古
麥

、の
例
に
乏
し
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
・
右
の
智

、
〕ε
も
あ
り
得
な
い
ミ

で
は

な
い
。
併
し
大
村
家
覺
書
に
英

略
左
の
如
書

味
の
畢

靄

げ
、
費
債
を
讐

す
る
ミ

能
は

ざ
り
し
が
薦
め
に
・
抵
舞

こ
な
り
て
、

耶
轗

、の
薦
め
に
、
長
崎
を
奪
は
れ
た
ξ

記
述
し
、
同
會
の
横
暴
に
對
し
て
憤
慨
の
意
を
漏
ら
し
て
み

る
・

開
港
の
粟

粒
類

は
、
財
政
上
不
如
意
で
あ
っ
鴦

め
に
、
長
崎
葉

衛
門
を

し
て
藷

及
び
そ
の
附
近
の
村
一浴
藁

保
ε

て
、
耶

馨

、か
ら
籟

の
蠡

を
窮

し
た
。
然
る
に
期
に
至
り
て
償
却
す
る
を
得
ず
し
て
・
返
済
の
獪
豫
を
請

ひ
し
に
・
同
會
の
宣
諸

等
は

他
の
資
金
な
れ
は
兎
に
角
な
れ
"、
、
柴

は
布
警

金
の
内
よ
り
毒

し
た
る
も
の
な
れ
ば

・
獪
磯

り
が
た
し

ご
て
督
促
讐

姦

め
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現
金
を
以

て
返
済
す

る
こ

,こ
能
は
ざ
れ
ば

、
そ
が
擔
保
た
る
土
地
を
提
供
せ
よ
,こ
逍

つ
た
。
純
忠
は
大
に
債
鬼
等
の
横
暴
を
怒
り

、
他
品

　
　
な

れ
ば
兎

に
角

、
土
地
を

外
人
に
付
興
す
る
こ

,こ
は
、
到

底
應
じ
が
た
き
所
な
り

ぐ
)て
之
を
拒
み
、
兩
者
の
聞
に
容
易
な
ら

ぬ
葛
藤
が
始

　
　

ま

っ
た

。
大
村
純
忠

の
實

兄
有
馬
義
貞

(
島
原
の
領
主
)
は
熱

心
な
切
支

丹
で
あ

っ
た
が

、
こ
の
有

様
を
見
て
大
に
驚
き

、
兩
者
の
間
に

　
　
調

停
を
試
み
た

の
で
、
純
忠
も
漸
く

そ
の
已
む
を
得
ざ
る
を
覺
り

、
遂

に
心
な
ら
ず
も
長

崎
及
び

そ
の
附
近
を
耶
蘇
會

に
附
興
し
た
。

　

右
に
述
べ
た

兩
史
料

に
は

一
見
し
た
所

で
は

、
根

本
的
の
相
違
點

が
あ

る
や
う

で
あ

る
け

れ
盲
も

、
更

に
考

一
考
す
れ
ば
兩
史
料
は

、
共
に

事
實
の
半
面
を
物
語

っ
て
み
る
も
の

・
や
う

に
思
は
る

・
。
換
言
す
れ
ば
事
件
の
實
際
は
、
日
本
側
の
史
料

に
記
述
さ
れ
て
あ
る
通
り

で
あ

っ

た
け

れ
,こ
も

、
表

面
的
の
讓
與
の
形
式
は
、
西
洋

側
の
史
料
に

記
述

さ
れ

て
あ

る
通
り

で
あ

っ
た
か
、こ
思
は

る

・
の
で
あ

る
。
さ
う
考

ふ
れ
ば

前
述

の
通
り
の
報

告
が

、
耶
蘇
會
総
長
に
向

っ
て
な
さ
れ
た

、こ
て
、
何
の
不
思
議
も

な
い
こ
、こ
で
あ

る
・

　
事
件
發
生
の
年
月
は
日
本
側
の
史

料
で
は
、
或
は

天
正
元

年
の
出
來
事

,こ
し
、
或
は
同
五
年
の
出
來
事

-こ
し

て
あ

る
が
、
西
洋
側
の
史
料
で

は

、
明
確

に
は

分
ら
ぬ
け

れ
さ
も
天
正

八
年
、
即
西
暦
千
五
百
八
十
年
の
出
來
事

で
あ

っ
た
や
う
に
見

え
る
・
天
正
元
年
か
同
五
年
に
起

つ
た

一
大
事
件
を
、
天
正
八
年
に
至

っ
て
初
め
て
報
告
し

た
、こ
は
考

へ
ら
れ

な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
點
に
於

て
は
西
洋
側
の
史
料

が
根
本
史
料
で
、

日

本
側

の
史
料
は

編
纂
物

で
あ

る
か
ら

、
前
者
を
信
ず
る

の
が
當
然

で
あ
ら
う
。

　

か
く

て
天
正
八
年

(
一
五

八
○
年
)
に
は
、
長
崎
に
於
け

る
政
教

の
實
權
が

、
名
實
共
に
耶
蘇
曾

の
有
に
歸
し
た

の
で
あ

っ
た
が
、

ヒ
ル
ド

レ
ス
に
從

へ
ば
、
是
歳
敖
勢
視
察
官

(
ヴ
イ

シ
ダ
ド
ー

ル
)

ア

レ
キ
サ
ン
ド
ロ

・
プ
リ

ニ
や
一

二
は

、
長

崎
の
伴
天
連
等

に
勸
め
て
同
地

に
要

塞
を
築

き
、
そ
の
防
備
を
厳
に
せ
し
め
た

の
で
、
是
歳

か
ら

ポ

ル
ト

ガ

ル
の
商
船
は
、
全
部

長
崎
に
集
る
こ

、こ
に
な

っ
た

、こ
い
ふ
こ

、こ
で
あ

る
。

　

長
崎
の
舊
記
に
據
れ
ば
、
此
頃
か
ら
長
崎
の
住
民

は
、
全
部
切
支
丹
に
歸
依
す
べ
く
強
要
せ
ら
れ

、
之
に
從

は
ざ
れ

ば
體
刑
を
科
せ
ら
れ

、

猫
背
ぜ
さ
れ
ば
退
去

を
命
ぜ
ら
れ

、
紳
祗
佛
閣
も

亦
悉
く

破
壊
せ
ら
れ
た

・こ
い
ふ
こ
、こ
で
あ

る
。
長

崎
の
住
民
は
前
郷
に
も
述

べ
た

や
う
に

、

開
港
當
時
か
ら

皆
切
支
丹

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
か
ら

、
天
正
の
頃
ま

で
異
数
徒
が
殘
存
し
た

一こ
い
ふ
こ
、こ
は
、
不
思
議

で
あ
る
け

れ
♂
も

、
若

し
こ
れ
が
あ

っ
た
か
、
叉
は
他

か
ら
異
教
徒
が
移
り

來

つ
た

、こ
す
れ
ば

、
當
時
の
布
教
者

は
絶
對
的
に
他
宗
を
排
斥
し

て
、
決
し

て
共
存
を
許

丶一一56一
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さ
な
か

っ
た

の
で
あ

る
か
ら

、
そ
れ
位
の
迫
害
は
無
論
行
は
れ
た
に
相
違

な

い
。
赫
赫
佛
閣
は
永
祿
十
二
年
に
遂
に
破
壊
せ
ら
れ
・
天
正
二
年

に
は
大
村
純
忠
が
領
内

の
佛
教
寺
院
を
、
悉

く
敏
會

こ
な
し
た

、こ
い

ふ
こ
一こ
で
あ

る
か
ら

、
天
正
八
年
以
後
ま
で
残
存
し
た
筈
が
な
い
け
れ
、こ

も

、
若

し
存
緩
し
た
も

の
が
あ

っ
た

・こ
す
れ
ば
、
無
論
破
壊

さ
れ
た
に

相
違
な

い
・

　

か
く

て
長

崎
は
全
然
切
支
丹
化
せ
ら
れ

、
そ
の
土
地
人
民

に
對
し

て
伴

天
連
等
が

、
絶
大
の
威
力
を
振

ふ
こ

、こ
に
な

っ
た

が
・
天
正
十
五
年

に

至
り

、
稀
世
の
英

傑
豐
臣
秀
吉
に
よ
り

て
、

一
大
鐡
槌
が
伴
天
連
等
の
頭
上
に
加

へ
ら
れ
、
政
治
上
に
於
け

る
彼
等
の
勢
力
は

・

一
朝
に
し

て
地
を
拂
ふ
に
至

っ
た
。

併
し
な
が
ら
精
神
界
に
於
け

る
彼
等

の
潜
勢
力
は
、
依
然
こ
し

て
存
續
し

・
そ
の
後
久
し

て
爲
政
者
の
頭
腦

を
惱
ま

し

た
の
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛气

秀

吉

の

鐵

槌

前
節
埀

茹

爺

輦

俘
天
業

長
崎
に
於
け
る
政
馨

馨

り
・
恰
も
我
が
帝
國
の
領
+
内
に
・
。
ま

議

凱

出
現
を
見

る
が
如
き

、
奇
觀
を
呈
し
た
け
れ
、こ
も
、
常

時
九

州
は
獪
ほ
群
雄
割
接
の
時
代

で
あ

っ
た

か
ら
、
誰

一
人

-こ
し

て
之
に
十

分
な

る
制

裁
を
加

へ
、
国
家
の
威

力
を
示
し

得
る
餘
裕
あ

る
も

の
は
な
か

っ
た

・

　
去
り
な
が
ら

中
央
に
於

て
は
、
織
田
豐
臣
の
両
雄
が

相
次

で
起
り
、
天
下
統

一
の
業
が
漸
く
そ

の
緒
に
就
き

つ

・
あ

っ
た
が
・
天
正
+
五
年

(
一
五

八
七
年
)
三
月
に
至
り

て
は
、
秀

吉
の
大
軍
が
開

門
海
峡
を
渡
り

て
九
州

に
入
り

、
同
年
五
月
に
は
大

州
統

一
の
大
業
が

完
成
し
た
。

そ
こ

で
秀
吉
は
太
宰
府
に
本
管
を
進
め

て
、
九
州
諸
候
の
封
土
を
定
め
、
六
月
博
多
に
移

っ
た
。
是
時
耶
蘇
曾
の
長
老

コ
エ
リ

ヨ
が
來

っ
て
秀

吉
に
謁
し

、
そ
の
戰
勝
を
賀
し

た
。
秀
吉
は
そ
の
時
ま

で
は
、
基
督
教
に

對
し

て
何
等

の
反
感
を
有
せ
ず

、
叉
長
崎
の
状
況
に
就

い
て
も
、
何

等
聞

知
す

る
所
が
な
か

っ
た
の

で
、
喜
ん

で
之
を

引
見
し

、
曾
談
懇
切
を
極

め
た
。
然

る
に
閲
も
な
く
長
崎
の
實

情
を
告
ぐ

る
者
が
あ

っ
た
の

で
、
驚

い
て
調
査
せ
し
め
し

に
、
そ
の
事
實
な
る
こ

、こ
が
明
瞭

、こ
な

っ
た
。
是

に
於

て
秀
吉
は
伴
天
連
等
の
横

暴
を
怒
り

・
直
に
次
の
如
き
命

令
を
發
し

て
、
伴
天
連
等

に
二
十
H
間
を
限
り

て
國

外
に
退
去
す

べ
し

,こ
命
じ
た
。
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定

　

一
、
日
本
は
紳
國
た
る
處
き
り
し
π
ん
國
よ
り
邪
法
授
候
儀
太
以
不
可
然
事

　

一
、
其
国
郡
之
者
を
近
付
門
徒
に
な
し
神
靴
佛
閣
を
打
破
ら
せ
前
代
未
聞
候
国
郡
在
所
知
行
寺
給
人
に
被
下
儀
者
當
座
之
事
候
天
下
よ
り
の

　
　
御
法
度
を
赧
守
諸
事
可
得
真
意
處
下
々
こ
し
て
猥
義
賊
事
事

　

一
、
伴
天
連
英
知
惠
之
法
を
以
心
さ
し
次
第
に
檀
那
を
持
候
、こ
被
思
召
候
へ
ば
如
右
H
域
之
佛
法
を
柑
破
事
曲
事
候
條
件
天
建
議
日
本
之
地

　
　
に
は
お
か
せ
ら
れ
間
数
峡
間
今
H
よ
り
二
十
"
之
間
に
用
意
仕
可
歸
図
候
共
申
に
下
々
伴
天
連
に
不
請
族
車
懸
も
の
有
之
は
曲
事
た
る
べ

　
　
き
事

　

一
、
自
今
以
後
佛
法
の
さ
ま
た
げ
を
不
成
輩
は
商
人
之
儀
は
不
及
申
い
つ
れ
に
て
も
き
り
し
た
ん
國
よ
り
往
還
く
る
し
か
ら
ず
候
條
可
成
其

　
　
　
意
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
己
　
上

　
　
　
　
　
　
　
天
正
十
五
年
六
月
十
九
日

　
此
の
命
令
の
發
せ
ら
る
、
や
、
コ
エ
リ
ヨ
は
大
に
驚
き
、
秀
吉
の
左
右
に
あ
る
切
支
丹
大
名
に
す
が
っ
て
、
百
方
秀
吉
の
怒
り
を
緩
和
し
、

解
禁
の
恩
典
に
浴
せ
ん
ご
努
め
た
け
れ
、こ
も
、
そ
の
効
が
な
か
っ
た
の
で
、
便
船
な
き
を
理
申
こ
し
て
六
ケ
月
問
の
獪
豫
を
願
出
で
、
遽
に
そ

れ
だ
け
は
許
さ
れ
た
。

　
是
時
秀
吉
は
使
を
長
崎
に
遣
は
し
、
伴
天
連
等
の
知
行
し
た
る
長
崎
、
茂
木
、
浦
上
の
三
ケ
所
を
没
収
せ
ん
一こ
し
た
が
大
村
、
有
馬
の
二
更

が
大
に
極
力
辯
解
し
て
之
に
抗
議
し
た
の
で
、
そ
の
こ
.こ
は

一
時
沙
汰
止
み
・こ
な
っ
た
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
干
五
百
八
十
九
年

(天
正
亠
8

七
年
)
二
月
二
十
四
H
附
、
加
津
佐
發
の
書
簡
中
に
、
常
時
の
事
情
を
左
の
如
く
述
べ
て
み
る
。

　
　
今
我
等
に
謝
し
こ
の
迫
害
起
る
や
、
關
白
殿
は
直
に
こ
の
三
ケ
所

(長
崎
、
茂
木
、
浦
上
を
い
ふ
)
を
占
領
す
る
爲
め
人
を
派
遣
し
た
。

　
　

有
馬
及
び
大
村
の
領
主

(伴
天
連
等
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
長
崎
,こ
茂
木
は
大
村
氏
の
寄
贈
に
係
り
、
浦
上
は
有
馬
氏
の
寄
贈
に
か
・
る
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も
の
で
あ
っ
た
)
は
、
こ
の
財
産
を
没
収
せ
ん
が
爲
め
に
乗
り
た
る
人
々
に
謝
し
、
こ
の
地
は
我
等
の
世
襲
財
産
な
り
、
故
に
そ
の
領
内

　
　
に
居
住
せ
る
伴
天
連
等
に
、
そ
が
使
用
權
を
讓
興
し
た
る
は
事
實
な
る
も
、
關
臼
殿
が
既
に
彼
等
を
放
逐
せ
ら
れ
光
る
以
上
は
、
領
土
權

　
　
は
勿
論
使
用
權
も
亦
我
等
の
有
な
り
,こ
主
張
し
た
の
で
、
彼
の
人
々
は
常
時
稍
制
限
あ
る
命
令
を
受
け
て
み
た
こ
,こ
、
て
、
そ
の
理
に
服

　
　
し
た
る
は
昨
年
報
告
し
た
逋
で
あ
っ
た
・

　
か
く
て
伴
天
連
等
は
、
長
崎
に
於
け
る
政
治
上
の
權
利
を
全
然
奪
は
れ
た
け
れ
、こ
も
、
長
崎
の
地
が
獪
ほ
大
村
家
の
有
-こ
し
て
殘
つ
た
の
で

彼
等
は
多
大
な
る
利
便
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
是
時
コ
エ
リ
ヨ
は
、
宣
教
師
會
議
を
李
戸
に
開
い
て
、
善
後
策
を
議
し

　
自
今
敷
會
堂
を
閉
ち
て
公
然
宗
務
を
・こ
ら
ざ
る
は
勿
論
、
荷
も
秀
吉
の
怒
を
挑
發
す
る
の
恐
あ
る
言
行
は
、
一
切
之
を
爲
す
こ
,こ
を
避
け
、

　
且
つ
秀
吉
の
思
想
を
變
化
せ
し
め
給
は
ん
こ
.こ
を
、
熱
心
に
所
願
す
べ
し

,こ
決
議
し
た
。
か
く
て
伴
天
連
等
は
有
馬
、
大
村
、
毛
利

(秀
包
)
大
友
等
の
如
き
切
支
丹
大
名
の
領
内
に
潜
伏
し
て
、
竊
に
傳
道
に
従
事
し

徐
う
に
時
の
到
る
を
竢
つ
こ
「こ
に
な
っ
た
・

　
去
り
な
が
ら
宣
歡
師
等
の
熱
烈
な
る
所
祷
も
、
コ
エ
丿
ヨ
の
熱
心
な
る
解
禁
運
動
も
、
兩
つ
な
が
ら
そ
の
効
を
奏
せ
ず
、
六
ケ
月
の
獪
豫
期

限
も
い
つ
し
か
経
過
し
た
の
C
、
宣
教
師
等
は
更
に
有
馬
領
内
に
集
害
し
て
善
後
策
を
議
し
、
殉
教
の
決
心
を
以
て
何
時
ま
で
も
本
邦
内
に
踏

留
り
、
陰
に
陽
に
極
力
信
徒
等
を
庇
護
す
る
の
件
を
議
決
し
た
が
、
獪
ほ
秀
吉
の
怒
を
挑
發
せ
ざ
ら
ん
が
爲
め
に
、
皆
法
服
を
脱
し
て
各
地
に

潜
伏
し
、
傳
道
も
目
立
た
ざ
る
や
う
、
成
る
べ
く
秘
密
裡
に
之
を
行
は
ん
こ
一こ
を
申
合
せ
た
。
そ
し
て
秀
吉
に
對
し
て
は
、
本
年
は
商
船
に
荷

物
多
く
し
て
、
多
数
の
教
師
を
逾
還
す
る
こ
.こ
能
は
ざ
る
を
以
て
、
若
干
人
を
退
去
せ
し
め
、
全
部
の
遞
逡
は
之
を
歴
年
に
延
期
す
る
の
巳
を

得
ざ
る
に
至
っ
た
旨
を
屆
餬
で
た
。
併
し
そ
の
若
干
人
偏こ
聴
す
る
も
簀
は
僅
に
玉
名
で
あ
っ
て
、
し
か
も
皆
司
祭
の
資
格
を
得
ん
が
薦
め
に
、

媽
港
に
渡
航
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
は
一
人
の
退
去
す
る
音
な
く
、
ま
九
何
等
の
届
出
も
な
さ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
か
く
て
秀
吉
の
退
去
命
令
は
、
有
耶
無
耶
の
.内
に
葬
り
去
ら
れ
て
、
属
行
せ
ら
る
・
に
至
ら
な
か
っ
た
。
併
し
秀
吉
の
目
的
は
、
大
抵
達
せ

・一 一59一
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ら
れ
た
の

で
あ

っ
た
。
秀

吉
の
目
的
ε
す

る
所
は

、
伴
天
連
等
の
横

暴
を
懲
ら
す
に
あ

っ
た
。
換
言
す
れ
ば
秀
吉
の
あ
の
厳
命
は
、
伴
天
連
等

が
長
崎
の
住
民
に
強

ふ
る
に
切
支
丹
宗
門
を
以

て
す

る
の
み
な
ら
ず

、
そ
の
地
の
紳
就
佛
閣
を
打
破
つ
た
こ

一こ
を
怒

っ
て
、
之
を
禁
ぜ
ん
が
爲

　
　
　
　
　

コぜ

め
に
發
せ
ら
れ
た
も

の
で
、
決
し

て
基
督
教

そ
の
も
の
を
邪
法
¶こ
認
め

、
之
を
嚴
禁
せ
ん
が
薦
め

で
は

な
か
っ
た
。
現
に
該
命
令
書
の
末
項

に

は

「
自
今
以
後
佛
法
の
妨

を
な
さ
.・
る
輩
は

、
商
人
は
い
ふ
に
及

ば
ず

、
何
人
に

て
も
切
支
丹

國
よ
り
往
還
苦
し
か
ら
ず

」
¶こ
明
記
し
て
、
佛

歉
の
妨
害
を
爲

さ
f
る
に

於
て
は
、
伴
天
連

こ
彎

こ
も

渡
來
差
支
な
き

旨
を
暗
示
し

て
み
る
。

　

さ
れ
ば
伴
天

連
等
は

、
依
然

こ
し

て
本
邦
に
留

っ
た
け

れ
、こ
も

、
彼
等
は
法
服
を
脱
し

て
俗
人
の
装
を
爲
し
、
且

つ
公
然
宗
敏
を
執
行
す

る

が
如
き
こ
・こ
を

避
け

て
、
表
面
に
は
偏
に
謹
慎
の
意
を
表
し

、
佛
法
に
射
し

て
も
表
面
的
に
は
、
何
等
妨
害
を
加

へ
な

か

っ
た

の
で
、
秀
吉
は

二
三
の
敏
會
を
破
却
せ
し
め
た
以

外
、
何
等

の
制
裁
を
も
件
天
連
等
に
加

へ
な

か

っ
た

。

け
れ

、こ
も
長

崎
は

対
外
通
商
の
要
港
で
あ

る
か
ら

、
依
然

¶こ
し

て
之
を
切
支
丹
大

名
た

る
、
大
村
氏

に
任
せ
置
く

こ
,こ
を

不
安

-こ
せ
し

に
や

天
正
十
六

年
に
至
り
之
を
没
収
し

て
直
領
¶こ
駕
し

、
同
年
四
月
ご
H
今

の
鍋
島
候
爵
家

の
炸
組

た
る
、
鍋
島
飛
彈
守
信
生

(
後
直
茂

-こ
改
名
)
　

　
60

に
長
崎
代
官
を
命
じ
・
蒭

の
政
務
に
當
ら
し
鐙

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　
か
く

て
長

崎
に
於
け

る
政
治
上

の
權
利
は

、
総

て
伴
天
連
の
手
を
去

っ
て
鍋
島
氏

の
掌
中
に
歸
し

、
從
來
朝
夕
切
支
丹
た
ち
が
出
入
し

て
、

繁

昌
を
極
め

つ

・
あ

っ
た
長

崎
の
各
激
會
も

、
悉

く
閉

鎖
せ
ら
れ
て

一
人
の
之
を
訪
ふ
も

の
な
く

、
叉
法
服
を

つ
け
た
宜
敷
師
も

、
そ

の
片
影

を
だ
も
留
め

ぬ
や
う
に
な

っ
た

の
で
、

一
見
し
た
所

で
は
長
崎
の
切
支
丹
宗
門
は

、
秀
吉
の

一
令
に
よ
っ
て
全
滅
し
た

か
の
觀
が

あ
っ
た
。

　
去
り
な
が
ら
壓
逍

の
加
は

る
に
從

っ
て
信
仰

の
度
を
増
し
、
は
て
は
殉
教
氣

分
が
横
溢

す
る
や
う
に
な

る
の
は
、
宗
教
界

の
特
性

で
あ

る
が

長
崎
の
場
合
も

そ
の
除
外
例
で
な

か

っ
た

。
否
常
時

の
切
支
丹
等

の
信
仰

の
熱
烈

さ
一こ
來
た
ら

、
今

時
の
人

々
の
想
像
に
も
及

ば
ぬ
所
で
あ

っ

た

か
ら

、
總
て
の
儀
式
も
内
密
に
行
は
れ
、
朝

夕
の
所

蒔
は
更
に
熱
烈
を
加

へ
た
。

　

か

・
る
所
に
天
正
十
八
年

(
一
五
九

〇
年
)
七
月

に
は
、
去
る
天
正
十
年
に
長

崎
を

出
帆
し

て
渡
欧
の
途
に
上

っ
た
、
伊

東
滿
所
以

下
の
九

州
三
俣
使
笥

一
行
が

、
そ
の
使
命
を
完
ふ
し

て
歸
朝
し
た
。
そ
し

て
こ

の

一
行
,こ
共
に

、
伴
天
連
ア

レ
キ
サ

ン
ド

ロ
・
ヴ
ア
リ

ニ
ヤ
ー

二
が
、
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ゴ
ァ
に

お
け

る
ポ

ル
ト
ガ

ル
總
督

の
使
者
-こ
し

て
、
數
十
人

の
宣
教
師
を
伴
う

て
來
朝
し
た
。
か
く

て
數

十
人

の
法
装

い
か
め
し
き
耶
蘇
會

の

宣
教
師
等
が
、
足
掛
九
年
の
歳
月
を
海
外
に
費
し

ロ
ー

マ
の
法
皇
朝
や
、

ス
ペ
イ

ン
の
王
室
な

、ご
を
始
め

、
到
る
處
で
非
常
な

る
優
遇
を
受
け

て
衷
心
よ
り
歐
洲
文
化
に
心
酔
せ
る
伊

東
滿
所
以

下
の
青
年
使
節

こ
共
に

、
長

崎
に
渡
來
し

、
欧
洲
に

お
け

る
宗
教
界
の
盛
況
を
吹
聽
し
た
の

で
、
長

崎
人
の
信
仰

は
更

に

一
層
の
堅

膏
を

加

へ
た
。

　
右
の

一
行
は
事
情
あ

っ
て
殆

、ご
年
歳
の
間
長

崎
に
留
り

、
自
由
に
長

崎
の
切
支
丹
等
の
來
訪
を
受
け
て
、
非
常
な
感
動
を
與

へ
た
の
で
あ

っ

た
が

、
そ
の
年
の
暮
に
嫁
上
洛

の
途

に
就

き
、
翌
天
正
+
九
年
閨
正
月
八
H
、
秀
吉

に
聚
樂
の
亭
に
謁
し

、
ゴ
ァ
總
督

の
書
翰
を
捧
呈
し
た
。

そ
れ
か
ら
秀

吉
の
返
信
の
成

る
ま
で
、
園

内
何
れ

の
地
に
滞
在
す
る
も
差
支

な
し

、こ
の
許
可
を
得
た
の
で
、ヴ

ア
リ

ニ
ヤ
ー

二
は
九

州
三
俣
使
節

の

一
行
-こ
共
に

李
戸
、
有
馬
、
大

村
、
豐

彼
等

の
各
地
を
歴
訪
し

て
羅
馬
法
皇

の
勅
命
を
傳

へ
、
そ

の
贈
物

を
呈
し
た
が

、
右

了
っ
て
再
び
長

崎
に
歸
り

來

つ
た
。

一
行
が
各
地
旅
行

の
際

、
非

常
な
感
化
を
切
支
丹
た
ち
に
與

へ
た

こ
一こ
は

い
ふ
ま
で
も
な

い
所
で
あ

る
が

、
特
に
長

崎
に

　
　
　
　
　
　
　
　

三

九
メ

は
長
く
滯
在
し

、
且
丈
祿
元
年
ヴ
ア
リ

ニ
ヤ
ー

二
退
去

の
際
に
は
、
秀

吉
の
命
令
に
よ

っ
て
、
随
員
中
十
人

の
宜
敷

師
を
法
服
の
ま

、
、
人
質

¶こ
し

て
長
崎
に
留

ま
ら
し
め
た

の
で
、
長
崎
に
於
け

る
彼
等

の
感

化
力

は
、
特
に
偉
大

な

る
も
の
が
あ

っ
た
。

四
、

西

班

牙

使

節

の

渡

來

一一61一

　
グ
丿

ニ
ヤ
ー

二
の
歸
國
¶こ
前

後
し

て
、
ド

ミ
二
方

ン
曾
の
件
天
連
ジ

エ
ア

ン
・
コ
ボ
ス
等
の

一
行
が
、
西

班
牙
領
比
律
賓
太
守

の
使
節

噛こ
し

て
来
朝
し
た

。
此

一
行

の
渡
來
は
秀
吉
が
同
太
守
に
入
貢
を

促
が
し
た
結
果
で
あ

っ
た
が
、

一
行
は
鹿
兒

島
上
陸

の
際

サ
リ
ス
て
ふ
西
班

牙
商

人

か
ら
、
長
崎
に
於

て
ポ

ル
ト
ガ

ル
商

人
等
が
西
班

牙
商
人
の
貿
易
を
妨
害
し

、
且

つ
耶
蘇

曾

の
宣
教
師
等
-こ
結
託
し

て
横
暴
な
る
暴
動

を
爲

し

つ

・
あ
り

一こ
の
訴
を

聞
き

、
秀
吉
,こ
名
護
屋
に
謁
す

る
に
及
び
、
盛

に
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
人
の
横
暴
振
り

、こ
、
耶
蘇
會
宣
教
師
等

の
秀

吉
の
禁

令
を
無
視
し

つ

・
あ

る
有
様

,こ
を
述

べ
て
、
秀
吉

の
心
を
動
か
さ
ん

・こ
試

み
た
・

か
く

て
西
班
牙
所
屬
の
敏
團

,こ
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
所
屬

の
敏
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
～
ハ
扇

噸こ
の
間
の
暗
鬪
が
開

始
さ
れ
た
が
、
こ
の
暗

鬪
は
そ
の
後
釜

々
烈
し
く
、
慶
長
十
九
年
大
追

放
の
瞬

間
ま

で
繼
續
せ
ら
れ
、
互
に
他
派

の
短
所
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ε
缺
陥

噸こ
を
事
實
以
上
に
世
間
に
暴
露
し

て
、
切
支
丹

全
體
に
大
な

る
鍋
害
を
與

へ
た
の
で
あ

っ
た
。

　
文
緑
二
年

(
一
五
九
三
年
)
に
は
フ

ラ
ン
シ
ス
カ

ン
會

の
件
天
連

ベ
テ

ロ
・
バ
プ
チ

ス
劣
等

の

一
行
が
、
比
律
賓
太
守

か
ら

の
第
ご
回

の
使

笥

¶こ
し

て
渡
來
し
た
。

一
行
の
名
護
屋
に
秀
吉
-こ
謁
す

る
や
、
秀
吉
の
要
求
が
豫
期
以
上

に
重
大

で
あ

っ
た

の
で
、
彼
等
は
船
長
を
し
て
歸
國

の
上
請
訓
せ
し
め
、
そ
の
返
報
に
接
す

る
ま
で
、
人
質

-こ
な

っ
て
H
本
に
留
ら
ん
こ

、こ
を
乞

っ
て
許

さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

一
行
は
秀

吉
の
す

、

め
に
從

っ
て
京
都
に
赴

い
た

が
、
彼
等
は
驚
く

べ
き
克

己
心
を
以

て
戒
律
を
厳
守
し

、
日
夜
修

法
を

怠
ら
な

か
っ
た

の
で
、
忽
に
し

て
衆
人
賞

讃

の
標
的
-こ
な
り

、
秀
次
を
始
め
多
く

の
名
門
勢
家
か
ら
異
常
な
尊
敬
を
受
け

た
。
既
に
し

て
秀
吉
も
亦
京
都
に
歸

つ
た

が
、
右

一
行

の
克
巳

的
行
動
を

見
て
嘆
賞
に
堪

へ
ず

、
請

は
る

・
ま

・
に
之
に
與

ふ
る
に
、
會
堂
建
設
に

要
す
る
土
地
¶こ
若

干
の
喜
捨
金

,こ
を
以

て
し
た
。
そ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'
五
趣3

ら
之
に
倣
う

て
寄
附
す
ち
者
多
く

、
文
祿
三
年

八
月

一
日
に
は
曾
堂
も
遂
に
落
成
し

て
、
そ
の
獻
堂
式
が
擧
げ
ら

れ
た
。
恰
も

そ
の
月
は
呂
宋

か
ら

、

一
人

の
件
天
連
,こ
二
人
の
イ

ル
マ
ン
¶こ
が
來
着
し

て
、
布
教
を
助
く

る
こ

一こ
に
な

っ
た

の
で
、
同
年
十
月
四
日

の
聖
ブ

ラ

ン
シ
ス
コ
の

漑
日
に
は
開
院
式
を
擧
げ

、

マ

ニ
ラ
か
ら
贈
り

来
り
た

る
大
釣

鐘
を

打
鳴
ら
し

て
、
公
然
説
敢
を
試
む

る
に
至
り
、
幾
干
も
な
く
し

て

一
萬
人

の
歸
依
者
を
得

て
、
之
に
洗
禮
を
授
け
た
。

　
長
崎
の
切
支
丹
等
は
内
々
で
は
説
教
を
聞

い
て
各
種

の
式
も
行
は
ぬ
で
は
な
か

っ
た
け

れ
さ
も

、
公
然
之
を
行

ふ
こ

Σ
は
差
控

へ
て
居
た
が

京
都

の
情
報
を
耳

に
す

る

に
及
び

、
我

々
も

公
然
説
教
を
聞
き

、
公
然
洗
禮
を
受
け

ん

一こ
勇
み
立
ち
、
新

に
洗
禮
を
受
け

ん

一こ
乞

ふ
も
の
が
數

十
人

の
多
き
に
達
し

、
丈
祿
三
年

の
基
督
降
誕
漑
に
は
、
歐
洲
の
信
者
も
及

ば
ぬ
程

の
熱
烈

さ
を
以

て
盛
大
な
る
式
を
擧
げ

、
長
崎

の
外
七
ケ

所
に
於

て
彌
撒

の
式
を
擧
げ

、
奉
行

(
秀
吉
は
文
祿
元
年
に

鍋
島
氏

の
長

崎
代
官

を
罷
め

、
新
に
奉
行
を
置

い
た

の
で
あ

っ
た
)
も

七
H
の
聞

は
彌
撒
を

拜
す

る
こ
一こ
を

公
許
し

、
切
支
丹
た
ち

は
自
宅
に
於

て
通
夜
所

念
す

る
の
外

、
男
は

ミ
ゼ
リ

コ
ル
ヂ
ャ
に
、
女
は

慶
大
な
民
家
に
集

り
、
書
夜
交
代
を
以

て
四
十
時
間

の
所

講
を
爲
し

、
各

自
熱
烈
な

る
信
仰

の
ほ

,ご
を
公
然

「こ
世
に
發
表
し
た
。

　

長
崎
奉
行
寺
澤
志
摩
守
が
秀
吉
に
上
申
し

て
、
長
崎

へ
渡
來
す

る
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
は
多
く
は
浮
浪

無
頼

の
徒
に
し
て
、
宣
教

師
な
ら

で
は
何

人
も

Z
を
鎮
撫
す

み
こ

一こ
は
出
來
ぬ
の

で
あ

る
か
ら
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
貿
易
を
禁

辻
せ
ざ

る
限
り
は

、
宣
教

師
を
長

崎
に
滞
在
せ
し

め
、
會
室
を

62一 一

'

の
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野

て
宗
務
を
、遂
し
む
の
外
な
し
、こ
導

て
、
+
人
の
宣
諮

を
長
崎
に
辱

ミ

詳

さ
れ
、
且
つ
奉
行
耳

も
発

竊
に
洗
禮
塞

け

た
、、、、
ヒ
ル
ド
レ
ル
が
記
述
し
て
み
る
の
は
、あ

頃
の
こ
三
C
あ
っ
た
。
漑
に
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
會
は
長
崎
に
も
覈

を
開
始
し
た
が
・

文
祿
四
年

(
一
五
九
奉

)
に
は
同
會
の
伴
天
連
ペ
テ
・
・
づ

チ
ス
タ
が
自
ら
長
崎
に
來
り
・
郊
外
閑
靜
の
地
篷

ぴ
て
癩
病
院
を
建
て
・

親
し
く
同
病
院
内
に
起
居
し
て
、
懇
切
に
患
者
霧

は
り
?

熱
心
に
布
敷
に
カ
め
窃

で
・
之
に
歸
依
す
る
者
が
甚
だ
多
か
っ
た
・
ペ
テ

。

。
バ
プ
チ

ス
タ
は

か
く

し
て

一
年
の
月
日
を
長

崎
に
費
し
た

る
後
、
後
事
を
他
の
宣
教
師

に
託
し

て
京
都
に
還

っ
た
。

右
の
如
く
我
国
の
基
督
教
は
再
び
復
活
し
、
切
支
丹
の
數
は
驚

ぺ
蟇

を
以
て
増
加
し
つ
あ

っ
た
が
・
慶
長
元
年

(
一
五
九
六
年
)
に

至
り
、
土
佐
に
馨

し
茜

班
牙
船
サ
ン
・
フ
夛

べ
羅

長
の
不
用
意
な
る
放
言
が
園
芸

っ
て
・
再
び
秀
吉
の
鐵
槌
窃

支
丹
の
頭
上
に

加

へ
ら

る

こ

棲
こ
に
な

っ
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

・

　
二

†

六

聖

徒

の

處

刑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63

　
慶
長
元
年
九
月
二
十
七
H

(
一
五
九
六
年
十

一
月
十
八
H
)
、
土
佐
國
浦
戸
港
の
沖
合
に

一
艘
の
黒
船
が
漂
着
し
た
。
園
主
長
曾
我
部
元
親

は
取
調
の
結
果
、
同
麟
は
比
律
賓
か
ら
新
西
班
牙
、
即
ち
今
の
メ
キ
シ
コ
へ
航
行
の
途
ゆ
、
暴
風
の
爲
め
漂
着
し
た
西
班
牙
船
サ
ン
●
γ
工
夕

べ
號
な
る
を
知
り
、
之
を
大
阪
奉
行
増
田
長
盛
に
申
告
し
た
。
然
る
に
如
何
な
る
理
由
あ
り
し
に
や
、
秀
吉
は
長
盛
を
し

て
悉
く
船
中
の
貨
物

を
沒
收
せ
し
め
た
。
そ
の
頃
比
律
賓
で
出
來
た

「
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
號
没
収
始
末
書
」
ご
題
す
る
晉
に
は
、
こ
の
没
収
事
件
の
發
頭
人
は
・
耶

蘇
曾日の
宣
教
師
丶栄

ル
ト
ガ
ル
商
人
ご
で
あ
っ
て
、
彼
等
が
秀
吉
に
該
船
は
漂
着
し
た
一こ
稱
す
る
も
、
實
は
H
本
人
の
謀
叛
を
煽
動
せ
ん
が
爲

め
に
來
り
た
る
者
な
り
-丶旨讒
訴
し
て
、
秀
吉
を
激
怒
せ
し
め
た
結
果
で
あ
っ
た
一こ
し
て
あ
る
.こ
い
ふ
こ
・こ
で
あ
る
。
こ
の
こ

ご
に
就
て
は
禾
だ

傍
證
を
得
な
い
け
れ
、ご
も

(
一
)
是
時
既
に
西
班
牙
派
の
"教

團
た

る
ド
三

男

ン
會
フ
ラ

ン
シ
ス
カ

ン
會
な

ミ

㌧
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
派

の
敷

糶

る
耶
蘇
宵

こ
の
間
に
忌

　
　
は
し

き
暗
鬪
が

あ

っ
た
こ

一こ
。

■
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(
蕊
)
西
班
牙
商
人

、こ
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
人

ぐ
〕は
猛
烈
な

る
競
爭
の
最
中
で
あ

っ
た
こ

,こ
。

　

(
三
)
慶
長
五
年
に
初

め
て
和
蘭
船
が
渡
來
し
た

時
、
耶
蘇
會
の
宣

教

師

や
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
人
等
が

、
和
蘭
人
は
海
賊
に
し

て
正

當
な

る
貿

　
　

易
を
營
む
者

に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
速
に
船
員
全
部
を
死
刑
に
虚
し

て
後
難
を
断

つ
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
他

H
必
ず
臍
を
か
む
も

及
ば
ざ
る
の
悔

　
　

あ
ら
ん

、こ
家
康
に
讒
訴
し

て
、
新
來

の
蘭
人
を
全
部
殺

さ
し
め
ん

、こ
試
み
た
こ

一こ
。

　

な

さ
か
ら
推
測
す
れ
ば

、
サ

ン
・
フ

エ
リ

ベ
號

没
収
始
末
書
の
記
事
も
、
必
し

も

一
笑

に
附
し
去

る
べ
き
も
の

で
は
な

い
や
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
兎
に
角

、
サ

ン
・
フ

ェ
リ

ペ
號
の
船
長
デ

・
ラ

ン
ダ
は
、
貨
物

の
没
収

に
遭
う

て
憤
慨

に
堪

へ
ず
、
世
界
地
固
を
長
盛

に
示
し

て
西

班

牙
國

の
領
土
の
大
な

る
を
誇
り
た

る
後

、
か

・
る
大
國

を
領
す

る
皇
帝
の
臣
民
に

對
し

て
、
斯

の
如
き

侮
辱
を
加

ふ
る
以

上
は
、
秀
吉
た
る

も
の
他

日
必
ず
不
測
の
禍
あ

る
こ
・こ
を
覺
僭
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず

・こ
放
言
し
た
。
そ
し

て
長
盛
が
西
班

牙
王
は

如
何
な

る
方
法
を
以

て
、
か

・
る

廣
人

な

る
領
土
を
獲

得
し
た

か
一こ
の
問
を
發
す

る
に
及
び
、
デ

・
ラ

ン
ダ
は

不
用
意
に
も

、
我
が
皇

帝
は
必
ず
先
づ
宣
教
師
を
遣
は
し

て
土
人

を
激

化
せ
し

め
、
土
人
が
多
く
切
支
丹

、こ
な
る
を
待
ち

て
軍
隊
を
派
遣
し

て
之
を

征
す

、
故
に
攻
め

て
取
ら

ざ
る
な
く
征
し

て
從
は

ざ
る
な
し

こ
れ

そ
の
大
を
致
せ

る
所
以
な
り
一こ
答

へ
た
。

　

最
盛
が
右
の
始
末
を
秀
吉
に
復
命
す

る
や
、
秀

吉
は
西
班

牙
王
が
宗
教
を
以
て
國
土
侵
略

の
具

,こ
な
す
を
悪
み
、
か

・
る
不
埓

な
る
傳
道
者

を
我
が
國
内

に
留
ら
し
む

べ
か
ら
ず

ε
駕
し

、
命
じ

て
京
阪

地
方
に
あ

る
宜
敷
師
等
の
居
宅
を
監

視
せ
し
む

る
「こ
同
時
に
、
宣

教
師
及
び
重
な

る
教
徒
の
名
簿
を
作
り

て
、
そ
の
檢
擧
に
便

せ
し
め
た
。
時
に
慶
長
元
年
十
月
廿

H

(
一
五
九
六

年
十
二
月
九

H
)

で
あ

っ
た
。

　

か
く

て
宣
教
師
等
は
そ
の
所
屬
敢
團
の
何

た
る
を
問

は
ず

、
皆
將

に
檢
擧
せ
ら
れ
ん

,こ
し
た
が
、
秀
吉
に

近
侍
せ

る
切
支
丹
大

名
等

が
大
に

辯
疏
に

カ
め

、
耶
蘇
會

の
宣
教
師
等
は
去
る
天
正
十
五
年
の
命

令
以
來

、
皆
法
服
を
脱
し

謹

慎
し

て
殿
下

の
命
を
蓮

華
し

つ

・
あ
れ
ば

、
之
を

罪
す

る
の
理

田
な
か
る
べ
し

、こ
論
じ

て
、
秀
吉
の
怒
を
緩
和
し

た
の
で
、
間
も
な
く
宜
敷
師

の
捕
縛
は
、
西
班
牙
よ
り
来
り
た
る

一
派
に
屬
す

る
も
の
に
限
る

べ
し

「こ
の
命

令
が
發

せ
ら
れ
た
・

　

か
く

て
フ
ラ

ン
シ
ス
カ

ン
會

所
屬

の
伴
天
連

ペ
テ

ロ
・
。ハ
プ

チ
ス
タ
以

下
二
十
四
人
は
、
捕

へ
ら
れ

て
京
都

一
條
の
獄
に

投
ぜ
ら
れ
京
都

、

一64一 一



丹麦 切 と崎 長

大
阪

、
堺
等
の
各
地
を

引
廻
し

の
上

、
長
崎
に
於
て
磔
刑

に
處
せ
ら

る

・
こ
ε
に
な

っ
た

。
是
頃
切
支
丹
等
は

.
基
督
の
教
を
信
奉
す

る
の
み

に
て
は

、
死
後
は

一
旦
煉
獄
に
行

き
裁
き

の
H
の
来

る
を
待
た
ね

ば
な
ら

ぬ
け
れ
、こ
も
、
殉
敖
者

、こ
な

っ
て
死
す
れ
ば
、
直
に
天
國
に
生
れ
無

上
の
幸
幅
を
享
く

る
も
の
な
り

「こ
敏

へ
ら
れ

て
る
た
の
で
、
敢

の
薦
め
に
死
刑
に
處
せ
ら

る

・
こ
・こ
は
、
當
時

の
切
支
丹
等

の
寧
ろ

光
榮

、こ
し

て
衷
心

よ
り
希
望
す
る

所
で
あ

っ
た
。
況
ん
や
主
基
督

こ
等
し
く
磔
刑
の
恩
典
に
浴
す

る
を
や
で
あ

っ
た
。
さ
れ
ば
右
の
二
十
四
人
は
、
長
崎

に
於

て
磔
刑
に
處
せ
ら

る

乏
こ
の
宣
言
を
聞

い
て
大

に
喜
び

、
護
逡

の
途
中
で
も
皆

随
喜
の
涙
に

咽
び

つ
・
身

の
光
榮
を
喜
び

、
且

つ
之
を

口

に
し

た
の
で
、
之
を
見
て
羨
望

の
情
に
堪

へ
ざ
り
し

も

の
も
多
か

っ
た
が
二
人
ほ
、ご
は
遂
に
途
中
か
ら
切
に
乞

っ
て
敖
囚

の
中
に

加
は
つ
た
。

か
く

て

一
行
は

二
十
六
人
、こ
な

っ
た
が

、
博
多

の
邊
か
ら

は
教
囚

の
歩
調
が
非

常
に
早
く
な

っ
た

の
で
、
長

崎
奉
行
は
怪
ん
で
そ
の
理
由
を
尋

ね
し
に
、
主

基
督

、こ
同
等
な

る
十
字
架
に
か
け
ら

れ
、
天
国
に
往
生
し

て
無
上
の
幸
福

を
享
く

る
の
時
が

、
最
早
目
前
に
迫
り

つ

・
あ

る
こ
、こ

を
思

へ
ば
、
足

の
進
む
を
覺

え
ざ

る
次
第
な
り

一こ
答

へ
た

一こ
い
ふ
こ
、こ
で
あ

る
。

　
此

二
十
六
人
の
敏

囚
は
途
中
恙
な
く
長
崎
に
着
し

、
慶

長
元

年
十

二
月
十
九
"
即
ち
西

暦
紀

元

千

五
百
九
十
七
年
二
月
五

H
、
長
崎

の
西
坂

　

　65

に
於
て
磔
刑
に
處
せ
ら
れ
た
が
・
後
羅
馬
法
皇
か
ら
聖
人
の
驍

を
贈
ら
れ
・
二
月
吾

を
以
て
ツ♂あ
祭
H
是

め
ら
れ
た
・
　

　

　

一

　
右
の
處
刑
あ
っ
て
以
來
、
切
支
丹
宗
門
に
對
す
る
取
締
は
稍
嚴
重
哨こ
な
の
、
慶
長
三
年
に
は
天
草
邊
の
紳
學
校
ま
で
閉
鎖
を
命
ぜ
ら
れ
た
け

れ
℃こ
も
、
こ
れ
等
の
教
師
は
大
抵
長
崎
に
集
っ
た
の
デ丶

長
崎
の
切
支
丹
の
信
仰
は
更
に

一
層
の
緊
張
味
を
加
へ
た
。

　
慶
長
三
年
八
月
秀
吉
薨
じ
、
天
下
の
政
權
は
漸
次
徳
川
家
康
の
手
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
家
康
は
大
に
對
外
貿
易
を
獎
勵
し
、
外
教
に

黝
し
で
は
非
常
に
寛
大
な
處
置
を
「こ
つ
.に
の
で
、
長
崎
に
於
け
る
基
督
教
の
勢
は
そ
の
後
釜
々
旺
盛
ぐ)な
り
、
耶
蘇
會
の
學
林
な
、こ
も
市
内
に

出
來
て
大
に
布
教
に
力
め
、
慶
長
六
年
頃
か
ら
は
耶
蘇
曾
の
印
刷
物
も
長
崎
で
出
版
さ
る
・
や
う
に
な
っ
た
。

六
、

家

康

の

禁

制

家
康

は
始
め
切
支
丹
に
對
し

て
甚
だ
寛
大

で
あ

っ
た
が
、
漸

次
そ
の
弊
害
を
認
む

る
や
う
に
な

っ
た

の
で
、
慶
長

十
七
年
三
月
廿

一
H
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎



丹 支 切 と崎長

て
禁
制

の
決
意
を
發
表
し

て
、
先
づ
旗

下
の
士
の
之
を
信
惷
す

る
こ

一こ
を
禁

じ
、
同
十
八
年
十
二
月
に
至
り
遂

に
全
図
に
切
支
丹
禁

制
の
大

布

告
を
發
表
し

、
諸
大

名
に
命
じ
て
歉

徒
を
禁

壓
し

、
宣
教
師
及
び
重
な

る
教
徒
を
長

崎
に
護
逡
せ
し
め
た
。
こ
の
大

布
告
に
列
擧
し
た
禁
制
の

理
由

は
左
の
三
項
で
あ

っ
た

　
　

一
、
切
支

丹
宗
門
は
邪

法
を
以

て
人
民
を
迷
は
し
、
國
土
を
奪
は

ん
「こ
す

る
も
の
な

る
こ
一こ
。

　
　
二
、
切

支
丹
宗
門
は
我
國
の
國
叡
-こ
も

い
ふ
べ
き
神
道
及
び
佛
道
を
誹
謗
し

、
絶

對
的
に

之
を
排
斥
す
る
こ

一こ
。

　
　
三
、
切

支
丹
宗

門
は

善
悪
を
顛
倒
し

、
却

っ
て
罪
人
を
崇

拝
す

る
も
の
な
る
こ
一こ
。

　
第

一
項
の
人
民
を
迷
は
し
國

土
を

葱
は
ん

一こ
す

る
も

の
な
り

一こ
の
疑
を

、
我
が
當
路
者
に
起

さ
し

め
た
の
は
、
そ
の
由
旅
す

る
所
が
甚
だ
久

し
か

っ
た
。
耶
蘇
曾
の
長

崎
占

領
、こ
、
西
班
牙
船

サ
ン
・
フ

エ
丿

ぺ
號
船
長

の
放
言

,こ
は
、
先
づ
心

あ

る
者
を
し

て
切
支
丹
宗
門

宣
傳

の
眞
意

に
疑

惑
の
眼

を
荘
が
し
め
た

が
、
伴
天
連
荒
木

ト

マ
ー

ス
が
西
班
牙
か
ら
歸
朝
し

て
、
在
欧
中
西
班
牙
國
は
我
が
国
土
の
侵

略

に
野
・'0
あ

る
こ

噛こ
を
發
見
し

た
り

禹こ
公
言
し

た
こ
、こ
は
・
此
疑
惑
に
裏
書
す

る
こ

一こ
に
な

つ
尤
。
そ
し

て
西

宗
翼

の
欧
洲
視
察
談
や
、
和
蘭
國

王

マ
リ
ゥ
リ
チ
　

〃。。

ウ
ス
の
墾

ミ

之
に
對
す
皐

戸
和
需

館
長
ス
ペ
ソ
ク
ス
の
布
衍
説
墅

ぼ

・
家
康
を
し
て
切
支
丹
宗
門
宣
傳
の
本
旨
に
對
し
て
・
深

一

基
な
る
疑
惑
を
起
さ
し
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

觚
鴨12
ム

　
叉
實
際
上
か
ら
い
っ
て
も
西
班
牙
、
葡
萄
牙
の
兩
國
が
盛
に
宣
教
師
を
東
洋
に
振
遣
し
た
の
は
、
千
四
百
九
十
三
年
に
羅
馬
法
皇
ア
レ
キ
サ

冫
グ
ー
六
世
が
、
西
班
牙
國
王
に
與
へ
て
葡
萄
牙
國
-こ
の
國
境
を
定
め
た
詔
勅
の
内
に
、
西
班
牙
、
葡
萄
牙
の
雨
域
は
こ
の
境
界
内
に
於
て
新

し
き
土
地
を
發
見
し
た
る
場
合
に
は
、
之
を
自
国
の
領
有
「こ
な
す
こ
、こ
を
得
る
も
、
そ
は

「
そ
の
地
に
天
主
教
を
布
教
し
、
且
つ
敏
曾
を
建
設

し
た
る
後
に
限
る
も
の
こ
す
」
¶こ
い
ふ
意
味
の
こ
一こ
が
明
記
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
右
兩
國
が
盛
に
東
洋
に
宣
教
師
を
派

遣
し
た
の
は
、
領
土
獲
得
の
權
利
を
得
ん
が
薦
め
で
あ
っ
た
。
さ
す
れ
ば
布
教
・こ
領
土
慾
、こ
の
問
に
何
等
の
關
係
が
な
か
っ
た
「こ
は
、
固
よ
り

断
言
す
る
こ
,こ
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
少
く
一こ
も
當
時
の
布
敷
は
、
純
な
る
精
神
的
傳
道
の
み
で
は
な
か
つ
九
こ
一こ
は
明
か
で
あ
る
。
從
っ
て

當
時
の
傳
道
は
、
羅
馬
の
本
山
か
ら
の
傳
道
で
な
く
し
て
葡
萄
牙
、
西
班
牙
兩
國
の
国
策
上
の
傳
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
考
へ
來
れ
ば



重

丹 支 切 と崎長

サ

ン
・
フ

エ
リ

ベ
號
船
長

の
放
言
も
、
う

っ
か
り
事
實
を
・で
の
ま

・
に
自
白
し

た
の
で
め

2

掲
ε
も

い
ひ
得

る
。

　

第

二
項
の
我
國

古
來
の
宗
敏
た

る
紳
佛

二
道
を
誹
謗
し

、
絶
對
的
に
之
を
排
斥
す

る
教
な
り

一こ
の
條
は
、
事
實
が
蚕

然
そ

の

逋

り

で
あ

っ

た
。
當
時
の
宜
敷
師
等
は
天

主
教
の
敏

ふ

る
所
の

み
を
一興
理

ミ
認

め
、
他

の
宗
旨
は
皆
悪
魔
の
敖

、こ
考

へ
て
る
た

の
で
、
之
を

排
斥
し
之

を
滅

絶
す

る
こ
、こ
を

力
め
ざ

れ
ば

、
紳
に
對
す

る
罪

悪

・こ
考

へ
て
る
た

位
で
あ

っ
た

。

　

第
三
項
の
善
悪
を
顛
倒
し
罪
人
を
崇

拝
す

る
敏
な
り

ミ
の

】
項
は
、
實

は
習
慣

の
相
違
か
ら
起

つ
た
誤
解

で
あ

っ
た
ら
し

い
。
慶

長
十

七
年

の
頃
長
崎
の
治
郎
兵
衛

・こ
い
ふ
者

が
官
の
極

印
な
き
銀
塊
を
買

取

つ
た
罪
に
よ
り

て
磔
刑
に
處
せ
ら
れ
た

こ
,こ
が
あ

っ
た

が
、
そ
の

時

切

支
丹

等
は
集

っ
て
之
に
禮
拝
し
た
。
こ
れ
は
本
人
が
切
支
丹
で
あ

っ
た

か
ら

、
信
仰
を
囲
う
し
た
人
々
が

集

っ
て
、

本
人
の
爲
め
に
冥

福
を
断

つ
た

に
過
ぎ
な
か

っ
た
け
れ

、こ
も
、
宗
門
以

外

の
人

々
は
か

、
る
心
情
を
解
す

る
に

由
な
く

、

一
筋
に
罪
人
を
崇
拜
す

る
不
埓
な

敏

、こ
考

へ
た

の
で

あ

っ
た
ら
し

い
。
最
も
常

時
の
切
支
丹
等
が
刑

死
者

に
禮

拝
し
九
の
は
、
こ
の
時
に

限
ら
れ
た

こ
一こ
で
は
な
か

っ
た
。
殊
に
信

仰
の
爲

め
に
刑

死
し
た
も
の
に
謝
し

て
は
、
彼
等
は
熱
烈
な
る
敬
意
を
沸

ふ
を
種

こ
し

た
。
彼
等

は
蕾

に
之
を
禮
拝
し
た
の
み
で
は

な
か
っ
た
。

そ
の
遺
物

は

血

で
も
肉
塊

で
も
乃
至
は
衣
服
の

一
片
で
も

、
手
當
り

次
第

に
持
ち
歸

っ
て
祕

聖
な

る
靈
寶

ご
し

て
之
を
保
存
し

π
、
之
も
幕
府

か
ら
見
れ
ば

恵
む

べ
き
刑
死
者
で
あ

る
か
ら

、
不
埓
な
行
動

、こ
考

へ
ら
れ
た
に

相
違

な
い
。

　

右
に
迺

べ
た
大
布
告
に
從

っ
て
、
各
地

で
檢
擧
せ
ら
れ
た
敘
囚
は
、
慶
長
十
九
年

二
月
の
頃
か
ら
護
逸
せ
ら
れ

て
續

々
長
崎
に
到
着
し

九
。

そ
の
内
に
は

高
山
右
近
南
坊

(
元
播

州
明
石

の
城
主

七
萬
石
)
、
内
藤
飛
騨
守

如
安

(
元
志
州
烏
屑
の
城
主

一
萬

七
千
二
頁

ね
)
、
前

田
家
の

家
臣
宇
喜
田
久
閑

(
千
五
百
石
)

ρ、
品
川
右
京

(
一
千
石
)

、
柴

山
權
兵
衛

(
五
頁

血
)

な
、こ
の
如
き
名
門
の
士
や
、
そ
の
家
族
な

ご
も
多
く

ま
じ

っ
て
み
た
。
此
等
の
人

々
の
到

着
に
依

て
、
長
崎
の
切
支
丹
等
に
は
深

刻
な

る
シ
ョ
ッ
ク
が
與

へ
ら
れ
た
。
彼
等
は
初
め
百

方
赦

免
の
運

動
を
試
み
た
が
、
何
の
効
果
も
な

か
っ
た
の
で
、
最
後
の
手
段
-こ
し

て
特
別
の
所
祷

勹こ
非
常

の
告
解

を
行
は
ん
が
矯
め
に

、
大

々
的
の
宗
敏
行

列
を
開
始
し
た
。
こ
の
行
列
は
四
月

一
H

(
陽
暦
五
月
九
"
)

に
始
ま
り

、
同
月
二
+

一
日
ま

で
の
間
に
十
H
間
暴
行
せ
ら
れ
た
。
毎
度
數
王

入
の
切
支
丹
が

、
多
く
は
む
ご
た
ら
し
き
殉
教
者
の
裝
を
駕
し

て
、
街

々
を
練
り

廻
り

つ
・
各
教
會
を

巡

訪
す

る
の
で
あ

っ
た
。
今
伴
天
連

べ

一 一67一 一 ・
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ル
ナ

ル
ヂ

ノ

・
デ

・
ア
ヴ
イ

ラ
の
書
留

の
拔
葦
に
據

っ
て
、
そ

の

一
例
を
示
せ
ば
大
略

左
の
通
り

で
あ

っ
九
。

　
　
五
月
十
四
日

(水

曜
日
)
に

は
書
の
内
に
前
後

七
回
の
宗
敏

行
列
が

あ

っ
た
。

そ
の
内
の
或
行
列
は
特
に
格

別
な
も
の

で
、
公
の
懺
悔
を

　
　
な

さ
ん
が
薦
め
に
參
加
し

た
も

の

・
數

が
千
人
を
越
え
た
が
、
そ
の
内
に
は
長
崎
で
地
位
あ
り

名

望
あ

る
信

者
も

少
か

ら

ず

混

っ
て
ゐ

　
　
た
。
代
官
村
山
等
安

の
内
室

ジ

ユ
タ

ン
は
素
足
に
て
行
列
に
加
は
り

、
大
白

な
十
字
架
を
携

へ
、
頭
に
は
茨
の
冠
を
戴
き

、
兩
手
を
荒
繩

　
　
に

て
後
ろ
に
縛

っ
て

み
た
が

、
そ
の
子
息
五
人
、
娘

二
人
も
母
親

-こ
同
じ
扮
装

で
行
列
に
参
加
し
尤
。

　
　
こ
の
行
列
は

サ
ン

・
ジ

ユ
ア

ン
・
バ
プ
チ

ス
タ
寺

(
今
の
本
蓮
寺
)

か
ら
出

で

・
、
先
づ

サ

ン
タ

マ
リ
ヤ
寺

(
長
崎
圖

書
館
西
隣
)
を
訪

　
　
問
し
た
・
行
列
の
先
頭
に
は
掲
示

板
樣
の
大

き
な
板
に

、
行
列
を
定

の
た
人

々
の
名
を

記
し

、
そ
の
次

に

「
私

達

は
極
め

て
弱
く
且

つ
罪

　
　
深
き
者
で
あ
る
か
ら

、
こ

の
罪
を
贖
は
ん
爲

め
神
様

の
ガ
ラ

シ
ア

(
恩
寵
)
を
願

ひ

、
ま
た
こ
の
ガ

ラ
シ
ア
に

よ
り

て
信
仰
を
す
て
ず

、

　

紳
さ
ま

の
御
惠
に
よ
り

て
固
く
守

る
者
也
」

,こ
認
め
た
も

の
を
推
し
立

て
、
次
に
大

十
字
架
に
白

布
を
蓋

ふ
た
も
の
が
進
ん

だ
が
、
夫
れ

　
　
に
附
着
せ

る
赤

い
血
潮
が
際
立

っ
て
觀

者
の
視
線
を
ひ

い
た
Q
そ
の
次
に
は
救
世
主
の
塑
像
が
現
は
れ
た

、
そ
し

て
多
く
の
少
年
少
女
逹

　

が

、
さ
ま
ざ
ま

の
連
所
を

唱

へ
な
が
ら
之
に

つ
f
い
た

。

　
　
こ
の
行
列
は
再
び

サ
ン
タ

マ
リ
ヤ
寺
を
出

で
サ
ン
タ

・
ク

ル
ス
墓
地

(
長
崎
圖
書
館

の
前

な
る
爐
柏
町
に
あ

っ
た

)
に
至
り
、
そ
れ

か
ら

　
　
サ
ン
ト

・
ド

ミ
ン
ゴ
寺

(
今
の
勝
山
小
學
校

所
在
地
)
を
過
ぎ

で
、
サ

ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
寺

(
櫻

町
に
あ

っ
た
)
の
門
前
を

通
過
し

、

　
　
ミ
ゼ
リ

コ
ル
デ

ィ
ァ

(
今
の
本
博
多
町
天
滿

宮
境
内
及
び
そ
の
附
近
に
あ
っ

た

)
の
前
に
至
り
、

夫
よ
り

一
直

線
に
耶

蘇
會

(
今

の
長
崎

　

縣
廳
附
近

)
に
至
り

、
更
に

サ

ン
・
ア
ゥ
グ

ス
チ
ン
寺

(
本

古
川
町
)

へ
行
き

サ
ン

・
ア

ン
ト

ニ
オ
寺

(
本
大

工
町
)
か
ら

サ
ン

・
ペ
ト

　
　
ロ
寺

(
今
町
?
)

へ
巡

り
終
り
に

サ

ン
・
ジ

ユ
カ
ン

・
バ
プ
チ

ス
タ
寺
に
還

っ
た
。

　

其

の
夜
も

亦
行
列
が
あ

っ
た
。
是
H
數
度

の
行
列
に
參

加
し
た
切
支
丹
の
總
數
は

一
高
を
超
過
し
、
皆
公
の
懺
悔

の
薦

め
に
嚴
酷

に
自

己

　
　
の
身
體
を
苛
め
た
。

そ
の
内
に
は
自
ら
刀
を

「こ
っ
て

そ
の
服
を
刺
し
、
兩
手
を
棒

に
縛

っ
て
己
の
身
體
を
以
て
十
字
架

に
擬
し

て
、
行
列

　

に
加
は

つ
た
も

の
な
さ
が
あ

っ
て

サ
ン
ト

・
ド

ミ
ン
ゴ
寺
に
着
い
た
時
、
諄

々
・こ
伴
天
連

か
ら
論

さ
れ
て
初

め
て
そ
の
餘
り
に
極
端
に
走

一68一'一
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り

、
紳
よ
り
授
け
ら
れ

た
身
體
を
傷
け
た
こ
、こ
の
過
を

悟
っ
た
も
の
も
あ

っ
た
。

こ
の
切
支
丹
-三

ご
題

名
の
他

の
切
支
丹
は
、
青
身

度
を

　
　

通
し
た
薦
め
に
そ
の
翌

日
天
国

へ
族
立
.ち
し
た
。

　

右

の
如
く
毎
日
悲
肬
を
極
め
た
行
列
が
呵

々
を
練
り
歩
い
た
の
で
、
奉
行
所

の
役
員
は
大
に
不
稔
の
感
を
起
し
、
之
を
江
戸
在
勤

中
の
奉
行

長
谷
川
左
兵
衛
に
報
告
し

た
。
奉
行

は
こ
の
情
報
に
接
し

て
、

一
日
も
早
く
伴
天
連
等
を
海
外
に
追
放
す
る
の
必
要
を
認

め
・
奉
行
所
の
役
員

に
命

じ
て
屡
次
出
帆

を
逍
ら
し
め
た
。
併
し
な
が
ら
そ
の
出
帆
が
日

嗣
H
-こ
遅

延
し
た

の
で
、
山

口
駿

河
守
友
直
は
家
康

の
上
使

,こ
し
て
長
崎

に
幽
張
し
、
速
に

そ
の
出
帆
せ
ん

こ
、こ
を
督

促
し

た
。

　

か
く
て
三
艘

の
ジ
ャ

ン
ク
船
が
艤
装

せ
ら
れ
、
慶
長

十
九

年

(
一
六

一
四
年
)
九

月

二
十
四
日
敏

囚

】
同
を
之

に
乗
せ
て
長
崎
を
出
帆

せ
し

め
た
。

そ
の
内

一
艘
は

マ
ニ
ラ
に
向
ひ

、
二
艘

は
媽
港

(
澳
門
)
に
向

つ
た
の
で
あ

っ
た
。
し

か
し

そ
の
内
若

干
名
は
長
崎

港

ロ
を
距

る
遠

か

ら
ぬ
所
で
、
豫
甲、
用
意
し

て
あ

っ
た
小
船

に
乘
移

っ
て
内
地

に
引
返
し
、
そ
の
他

の
人
々
も

名
門
の
士
を
除
く
そ
の
外
は

、
大

抵

】
旦
目
的
地

に
着

い
て
か
ら
商
人
や
水

夫
な
盲
に
ば
け

て
再
び
渡
來
し

た
。
加
之
殉
教

の
決
心

で
そ
の
後
新
に
渡
來
し

て
來
た
宣
教
師
も
ま
た
決
し

て
少
く

な
か
っ
た
。

七
、

秀

忠

の

禁

制

　
前
節

に
逋

べ
た
樣
に
慶
長
十
九

年
の
大
追

放
後
殉
教
の
決
心
を
以

て
入
國
す

る
宣
教
師
が
甚

だ
多
か
っ
た
の
で
、

二
代
將
軍
秀

忠
の
時
代
に

は
、
日
本
在
留

の
宣
教
師
の
數
は
家
康
時
代

よ
り
も
却

っ
て
多
い
ほ

こ
で
あ

っ
た
一こ
い

ふ
こ
ξ
で
あ

る
。
そ
し

て
耶
蘇

曾
の
宣
教

師
等
は
互
に

轢
擧

を
戒
め
、
夜
間
人
定

っ
て
後

竊
に
宗
務
を
行

ふ
を
例

・こ
し
た
け

れ
盲
も

、
フ
ラ

ン
シ
ス
カ

ン
會

、
ド
ミ

二
方

ン
曾
、
オ
ク
ガ

ス
チ

ン
會

の

如
き
西
班
牙
派

の
敏

團
に
屬
す

る
宣
教
師
等
は
、
不
謹
愼

に
も
白
書
公
然
宗
教
を
行
う

て
襌

ら
ざ
り
し
を
以

て
、

そ
の
こ
一こ
何
時
し

か
江

戸
に

聞
え
遂
に
將
軍

秀
忠

の
激
怒
を
挑
讃
し

た
・

　

是
に
於
て
元
和
鰰
一
年

(
、一
六

一
七
年
)
十
月
、
一
一代

將
軍
秀
忠
は
重
ね

て
切
支
丹
宗
門
を
禁
制
し
、

(
一
)
宣
歡

師
を
止
宿
せ
し
め

た
者

、

一
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(
=
)
切
支
丹
宗
門
の
た
め

に
集
曾
し
た
も

の
、

(
三
)
信
者
の
徽

章
を
帯
び

る
者

、
又
は
聖
像
を
飾

る
も
の
は
、
皆
極
刑
に
處
す
べ
き
旨
を

令
達
し

た
。
そ
し

て
翌
元
和
三
年
正
月
大

村
純
頼

(
純
秀
の
孫
)

の
登
城
す
る

や
、
秀
忠
は
そ
の
切
支
丹
に
封
ず
る
取

締
の
寛

漫
を
責
め
、
速

に
宣
教

師
を
海

外
に
放
逐
す

べ
し

、こ
命
じ

た
。
依

て
純
頼

は
宣
教

師
等
に
退
表
を
命
じ
た
け
れ

、こ
も

、
從
は

な
か
っ
た
の
で
二
人
の
宜
敷
師
を

死
刑
に
處
せ
し
に

、
ド

ミ

ニ
カ
ン
曾
所
屬

の
こ
人
の
宣
敏

師
は
之
を
聞

い
て
、
純
頼
が
曾

で
受
洗
し

た
身

で
あ
り
な
が
ら
此
擧
に
出
で
た
る
を

怒
り

、
そ
の
背
信
を
責
め
ん

,こ
て
元
和
三
年
五
月
二
十
五
H
そ
の
潜

伏
所
を
出

で

・
大
村
に
向
ひ
、
行
々
説
教

を
試
み

て
叡
徒
を
激
勵
し
、
且

つ
書
を

純
頼

に
逡

っ
て
そ

の
悔
改
を
逍

つ
た

の
で
、
純
頼
は
怒

っ
て
之
を
殺
し
た

。
そ
こ

で
長
崎
附
近
の
切
支
丹
は
憤

然
-こ
し

て
蹶
起
し

、

一

時
紛
擾
を
極
め
た
。
併
し

長
崎
奉
行
が
百
魁

十
七

、
八
人
を
死
刑
に
慶
し

、
他

は
措

い
て
問
は
な
ん
だ
の
で
い

つ
し

か
事
は
凖

穩
に
歸
し
た

。

　

同
年
即
ち
元
和
三

年
に
ま
た

ド

ミ
ン
ゴ

・
ジ

ョ
ル
ジ

ェ
事
件

、こ
い

ふ
の
が
起

つ
た

。
長
崎
志
に
據
れ
ば
、
和
蘭
船
が
洋
中
で
捕

獲
し

て
夲
戸

に

曳
き

來
つ
た
泉
州
堺
の
常
陳

(
本
名
を

ド

ミ
ン
ゴ

・
ジ
ョ
ル
ジ

モ
こ
い
ふ
ポ

ル
ト
ガ

ル
人

て
あ
る
が
、
H
本
人
を
娶

っ
て
常

陳
・こ
稱
し
た

)

の
船
中
に
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
語
の
數
逋
の
手
紙
が
あ

っ
た
の
で
、
李
戸
通

詞
森
助
右
衛
門
に
命
じ

て
和
解
せ
し
め
し
に

「
日
本
が
過

牛
切
支
丹
こ

な
ら
ば
通
知
次
第
澤

山
の
軍
船

を
差
向
く

べ
し
」

¶こ
い
ふ
意
味
の
こ
ご
が

、
認
め

て
あ

っ
た
一こ
い

ふ
こ
一こ
で
あ

る
。

　
そ
の
後
宜
敷
師
の
入
園
が
絶
え
ぬ
の
で
幕
府
は
警
戒
を
怠
ら
な
か

っ
た

が
、
元

和
六
年
七
月
七
H

一
蘭
船
は
、
英

船
が
台
灣
沖
で
獲

補
し
た

日
本
船
を

曳
い
て
李
戸
に
入
津
し

た
。
そ
の
船
長
は
李
山

-こ
い
ふ
者

で
、
船
中
に
俗
人
に
假
装
し
た

二
人
の
宣
教

師
が
居

た
が
、
そ
の
内

一
人

は

べ
ト
ロ
ロ
ズ

ニ
ガ

¶こ
い
ひ
、
第
六
代

の
新
西
班
牙
總
督

ヴ
ィ
ラ

マ
ン
リ
ガ
候

の
子

で
オ
ゥ
ガ

ス
チ
ン
會

の
伴
天

連

で
あ

っ
た
が
、
彼

は
日
本

切
支
丹
の
懇
請

に
應

じ
て
伴
天
連

ル
イ

・
プ

ロ
レ
ス
を
伴
ひ

、
來
朝
の
途
中
に
あ

っ
た
の

で
あ

っ
た
。
こ
の
時

ズ

ニ
ガ
は
西

班

牙

土
の
庶
子
で

あ

っ
て
、
日
本
征
服
軍
の
先
駈
-こ
し

て
派
遣
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
噛こ
い

ふ
風
説

が
專
ら
行
は
れ
た
の
で
、
幕

府
は
大
に
警

戒
す
る
所
が
あ

っ

た
。

　

こ
の
頃
叉
揖
斐

牛
右
衛
門
¶こ
い
ふ
者
が
歸
朝
し
て
、
歐
洲

の
状
況
を
復
命
し

た
。
彼

は
元
和
の
始
秀
忠
の
命
を
奉
じ
、
視

察
の
薦
め
欧
洲
に

渡
航
し

た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
彼
の
地
は
恰
も
三

十
年
戦
争
の
最
中
で
あ

っ
た
か
ら

、
彼
は
親
し

く
宗
敏
戰
爭
の
慘
状

を
目
撃
し

て
、
宗
教
の

'
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國
政
に
及
ぼ
せ
る
大
弊
害
を
痛
感
し
、
審
に
實
状
噛丶」之
に
謝
す
る
意
見
¶こ
を
復
命
し
た
の
で
、
秀
忠
は
三
旦
二
夜
に
亙
り
寢
食
を
忘
れ
て
之
に

耳
を
傾
け
た
。

右
の
如
華

件
が
襲

い
で
起
つ
た
の
で
、
温
厚
な
る
秀
忠
も
遽
に
國
家
の
獨
立
を
永
遠
に
保
持
す
る
薦
め
に
は
・
如
何
な
る
犠
牲
を
拂
ふ

S
も

切
支
丹
宗
門
を
根
滅
せ
ざ

る
ぺ
か
ら
.ず

¶こ
の
、

】
大
決
心
を
な
す
に
至

っ
た
。

是
に
お
い
て
秀
忠
は
元
和
八
年
七
月
+
三
日
、
先
づ
命
じ
て
ベ
ト
・
・
ベ
ニ
カ
及
び
ル
イ
・
フ
・
レ
ス
の
二
伴
天
連
こ
・
船
長
告

ぐを

火

刑
に
虚
し
、
そ
の
後
三
週
間
を
経
て
、
先
に
逋
ぺ
幕

陳
の
船
で
楽

し
た
ε
傳
へ
ら
る
・
伴
天
連
ヵ
言

・
ス
ビ

ノ
ラ
を
始
め
・
久
セ

長

崎
の
獄
-、夫

村
の
獄
¶、に

馨

れ
て
ゐ
葎

天
連
、
そ
の
他
の
螯

合
計
五
+
玉
名
を
長
崎
の
西
坂
で
死
刑
に
虚
し
た
・

こ
の
五
+
五
人
の
内

三
十
人
は
斬
罪
で
あ
っ
た
が
、
殘
わ
の
二
十
五
人
は
火
刑
で
あ
っ
た
。

、」
、
に
守

;
目し
て
馨

た
い
、し¶丶ほ

、
何
故
に
切
支
丹
臠

に
弩

τ
は
、
特
に
そ
の
刑
罰
が
殘
馨

極
奠

か
ε
じ
ふ
.一,こ
で
あ

。や
。
杲

の
北.
の
刑
法
は
支
那
の
刑
法
に
據
つ
た
の
で
あ
.る
か
ら
、
奪

殘
酷
な
刑
名
が
掲
げ
ら
れ
て
あ

る
・
併
し
・て
の
實
際
は
磔
刑
な
、ご
が

極
刑
で
、
し
か
も
名
は
同
じ
で
も
欧
洲
の
磔
刑
な
、、
・丶ほ

異
っ
て
、
手
掌
蠡

釘
で
打
付
け
る
き

い
ふ
ミ

は
な
か
っ
た

・
併
る
に
切
支
丹

を
籍

し
た
馨

に
限
っ
て
、
火
刑
蕪

、も
館田逋
に
行
は
羮

如
く
薪
の
上
に
載
せ
て
直
に
之

・望
焼
き
殺
す
で
な
く
・
薪
の
傍
に
立
た
し
め
徐

徐
に
之
を
蒸
し
殺
す
、}い
ふ
響

、
殘
鸛

く
に
も
堪
べ
ざ
る
刑
罰
が
行
は
れ
た
・
之
は
何
故
で
あ
っ
萎

こ
い
ふ
に
三

+
六
聖
徒
の
處
刑

の
條
で
も
導

茹

く
、
常
時
窃

支
丹
は
教
の
薦
め
に
死
す
る
こ
¶＼〕を
無
上
の
光
犖
こ
し
た
の
で
・
磔
刑
位
の
刑
に
止
め
て
は

・
死
刑
の
宣

告
が
却
つ
で
切
支
丹
を
驫

す
"る
が
絮

結
譽

な
っ
た
か
ら
、
心
な
ら
ず
も
殘
忍
な
る
刑
罰
を
用
ひ
・
切
支
丹
に
脅
威
を
與
へ
ん

¶こ
試
み
た

の
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
れ
も
失
敗
に
歸
し
た
の
で
、
後
に
は
死
刑
に
處
す
る
ミ

を
停
止
し
・
御
爨

如
靠

常
な
る
蒲

を
破
裂

に
與
へ

て
、
而
も

そ
の
生
命
を
奪
は
ざ

る
刑
を
用

ふ

る
や
う

に
な

っ
た
。

ナ
窶

す
る
に
徳
川
壽

が
切
支
丹
の
禁
制
に
全
ヵ
を
用
ひ
た
の
は
、
国
家
の
獨
妾

保
持
せ
ん

こ
す
る
に
は
・
必
晉

む
を
得
ざ
る
も
の

ぐ、認
鐙

か
ら
で
あ
っ
て
、
決
し
て
他
の
國
毛

行
は
れ
茹

岳

謂
宗
旨
敵
の
薦
め
で
は
な
か
っ
た
・
そ
し
て
切
支
丹
に
謝
し
て
時
鐘

忍

一71一 ・・一



な

る
刑
を
用
ひ
た
の
も
、
輩
な
る
死
型

こ
い
ふ
こ
、こ
は
當
時
の
切
支
丹
に
は
何
等
の
脅

威

ぐ
」な
ら
ず
し

て
、
却

つ
f

一
種
の
獎

勵

噌こ
な
っ
た
か

ら

、
己
を
得
ず

我
が
國
民
性
に
反
謝
せ

る
残

忍
な
刑
罰
を
用
ひ
た
の
で
あ

っ

π
。

丹 支 切 と 崎 長

八
、
　

鎖

国

　

一
一代
將
軍
秀
忠
は
殿
に
宣
教
師

の
入
園
を
禁
ず

る
ミ
同
時
に

、
極
刑
を
以

て
切
支
丹
に
臨

み
、
以

て
切
支
丹
宗

門
根
城

の
目
的
を
達
せ
ん
・こ

試

み
た
。
け
れ
、こ
も
遂
に
失
敗
に
終

っ
た
。
こ
の
失
敗
を
經
驗
し
た
三
代
將
軍
家
光
は
、
伴
天
連

の
入
園
を
不
可

能
な
ら
し
め

、
切
支
丹
の
根

城
を
期
せ
ん

、こ
す

る
に
は

、
漸
次
通
商
區

域
を
縮
小
す

る
の
巳
を
得
ざ

る
を
覺

知
し

た
。
依
て
寛
永
元
年

(
一
六
二
四
年
)

先
づ
西
班

牙
國
の

通
商
を
禁

じ
た

。
そ
の
頃

ポ

ル
ト
ガ

ル
國
は

布
教
の
通
商
上
に
妨
害
を
與

へ
ん
こ

・こ
を
慮

っ
て
、
伴
天
連

の
日
本
渡

航
を
禁
じ
た
け
れ
、こ
も

、

西
班
牙
は
依
然
ご
し

て
之
に
干
渉
を
加

へ
ざ
り
し
が
爲
め
に

、
伴
天
連
の
入
園
す

る
も
の
は
大

抵
呂
宋
か
ら
で
あ

っ
た

か
ら

で
あ

っ
た
。

　

そ
し

て
家
光
は
寛
永
三
年

(
一
六
二
六
年
)

か
ら

、
思
ひ
切

っ
て
長

崎
の
切
支
丹
に
痛
烈

な
る
迫
害
を
加

へ
、
同
六

年
七
月

十
五
B
に
は
、

長

崎
の
切
支
丹
総

て
釋
敏

に
歸
し
た

り
¶こ
の
報
告
を
受
取

る
事
が
出

来

九
・
併
し

長

崎
は

ポ

ル
ト
ガ

ル
貿

易
の
本

場

で
、
し

か
も
永
祿
十
年

(
一
五
六

七
年
)
以
來
六
十
餘
年
の
聞
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
が
市
内
に
雑
居
し
、
姻

籍
の
關

係
を
結
べ
る
者
も
多

か
っ
た

の
で
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
人

を
隔
離
せ
ざ

る
限
り

は
、
長
崎
に

お
い
て
直
に
切
支
丹
を
根
滅
せ
ん

こ
、こ
は
、
實
際
不
可
能
な
こ

、こ
で
あ

っ
た
。

　

是
に

お
い
て
徳
川
幕

府
は

ポ

ル
ト
ガ

ル
人
隔
離
の
政
策
を
定
め

、
寛
永
十

一
年
長
崎

の
町
人
二
十
五
入
に
命
じ

て
、
江

戸
町

の
海

岸
に

一
小

島
を
築
か
し
め

た
。
之
が
即
ち
出
島
で
あ

る
が
、
同
十
三
年
に
は

工
事
が
成
っ

た
の
で
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
人
を
此

處

に
移
し

、
ポ

ル
ト
ガ

ル
人

ε
の
混
血
児
二
百

八
十

七
人
を
媽
港

(
今

の
澳
門
)
に
放
追
し

た
。
そ
れ
は
海
外

で
日
本
人
を
教
育
し

て
宣

教

師

-こ
な
し
、
日
本
の
布

教
に
從

事
せ
し
め

つ

・
あ

っ
た

か
ら

で
あ
る
。

そ
し
て
朱
印
船
貿
易

の
禁
止

に
よ
り
て
、
長
崎
の
貿
易
が
非
常
に
嚢
ふ
べ
き
は
明
白
で
あ

っ
た
か
ら
、

寛
雪

年
に
は
唐
船
の
入
馨

蠡

藩

に
限
の
・
幾
分
な
り
ε
も
そ
の
蓑
妄

緩
和
せ
ん
哨、」議
会

・

　
か
く
て
寛
永
十
三
年
以
來
外
国
船
の
入
津
は
夲
戸
、
長
崎
の
二
港
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
っ
尤
が
、
翌
十
四
年
に
は
天
草
島
原
に
於
け
る
切
支

　 　 　 一一



丹
の
反
亂
が
あ

っ
て
、
幕
府
は
苦

い
經
驗
を
嘗
め
た
の
で
、
翌
寛
永
十
五
年
島
原

の
亂
の
平
定
の
後
、
幕

府
は
天
主
教

國
た

る
葡

萄
牙

こ
の
逋

商
を
嚴
禁
ず

る

を
以

っ
て
得
策

～こ
認
め
、
翌

十
六
年
葡
萄
牙
船

の
渡
來
す

る
や
、
之

に
カ
レ
ウ
タ
御
仕
置
の
書
付
を
交
付
し
て
断

然
そ
の
通
商

を
禁
じ
、
同
十
八
年
に
は
車
戸

の
和
蘭
商
館
を
長
崎
の
出
島
に
移
し
た
。

か
く
し
て
長
崎
は
我
国
に
於
け

る
唯

一
の
對
外
關

門
,こ
な
っ
た
。

　

以
上
述

べ
來

つ
た

る
所
を

約
言
す

れ
ば
、
長

崎
は
切
支
丹
に
よ
り
て
發
見
せ
ら

れ
、
切
支
丹
に
よ
り
て
野
外
要

港
こ
な
り
、
終
に
は
切
支
丹

々
禁
制

せ
ん
が
爲
め

に
我
国
に
於
け

る
唯

一
の
開
港
場

こ
な
り

、
江
戸
長
崎
¶こ
並
稱

せ
ら

る

・
程

の
繁
榮
を
極
め
、
以
て
幕
末
に
及
ん
だ
の
で

あ
る
。

(
完
)

丹芝切 と崎長

、本
篇
は
筆
者
永
m
氏
が
、
講
演
會
常
日

の
一一十

一
日
已
む
を
得
ぬ
差
支
へ
の
た
め
缺
席
講
演
を
果
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
特
に
原
稿
ε
し
て
草
さ
れ
た
も
の
で
す
3
　
編
首
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昭
和
四
年
十

一
月
十
五
日
印
刷

昭
和
四
年
十

一
月
二
十
日
護
行

開

園

文

化

(定

價

二

圓
)

ずさ許を製複

著
作
兼
發
行

集

印
別
人

印

刷

所

大
阪
市
北
區
中
之
島
三
丁
目
三
番

地
株
式
會
瓧
朝
日
新
聞
瓧

　
大
　

道
　

　
弘
　

雄

大

阪
市

北

區

中
之

島

三

丁
目

三
番

地
株

式

會

瓧
朝

日

新

聞
瓧

　
大
阪
朝
日
新
聞
發
行
所

發

行

所

大
阪
市
北
風
中
之

　
　
　
　
　
　

繧

朝

日

新

聞

耻

島
三
丁
目
三
番
地




